
　９月26日㈬、井野小学校室谷分校の児童が稲刈りを
行いました。室谷分校では、地元の棚田を借りて稲作
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10
月
２
日
㈫
、
浜
田
市
障
が
い
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
浜

田
き
て
み
ん
さ
い
」
が
、
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
製
作
し
た
商
品
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
市
に
は
、
約
10
か
所
の
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
障
が
い
者
の

皆
さ
ん
が
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
製
作
し
た
様
々
な
商
品
を
販

売
し
ま
す
。
ま
た
、
活
動
の
中
で
、
製

作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
販
売
製
品
】

パ
ン
・
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
・
ク
ッ

キ
ー
・
卵
・
野
菜
・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
ぞ
う
き
ん
・
オ

カ
リ
ナ
・
大
人
の
塗
り
絵
な
ど

【
展
示
作
品
】

　

絵
画
・
写
真
・
書
道
・
陶
芸
な
ど

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
っ
て

ど
う
い
う
お
店
な
の
？

何
を
販
売
・
展
示
し
て
い
る
の
？

10月2日㈫にオープニングセレモニーが行われました

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に

き
て
み
ん
さ
い
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各
支
援
事
業
所
で
は
、
障
が
い

者
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
、
製
品

を
作
っ
て
い
ま
す
。

オカリナの製作（アクティブ工房）ぞうきんの製作（みすみ地域活動支
援センターきずな）

シフォンケーキ作り（やさか風の里）

○
障
が
い
者
又
は
支
援
事
業
所
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う

○
製
品
化
さ
れ
た
商
品
を
販
売
す
る
機

会
を
設
け
る

○
障
が
い
者
の
工
賃
の
向
上
を
図
る

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
開
設
の
大
き

な
目
的
は
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
、
ど
の

よ
う
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
商
品
を
販
売
す
る
場
が
あ

ま
り
な
い
事
業
所
で
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
障
が

い
者
の
工
賃
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的

効
果
と
期
待

○
障
が
い
者
の
活
動
へ
の
理
解

○
障
が
い
者
の
自
立
を
促
進

　

少
し
で
も
多
く
の
人
に
働
く
様
子
や

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
雇
用

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
収
入
は
、
ほ

と
ん
ど
が
障
害
年
金
（
80
～
１
０
０
万

円
）
で
す
。
ま
た
、
作
業
所
で
一
生
懸

命
働
い
て
も
、
な
か
な
か
お
金
に
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
で
商
品
が
売
れ
る
と
、
工
賃

の
向
上
に
つ
な
が
り
、
障
が
い
者
は
、

働
い
て
得
た
工
賃
を
管
理
し
、
使
用
す

　

障
が
い
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
身
体

や
知
的
・
精
神
と
大
き
く
区
分
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
障
が
い
の
区
分
の

中
で
も
そ
の
特
性
は
様
々
で
す
。
一
人

ひ
と
り
性
格
が
違
う
よ
う
に
障
が
い
の

特
性
も
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
障
が
い
の
特
性
を
理
解
す
る
こ

と
が
、
障
が
い
者
の
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
の
活
動
な
ど
を
理

解
し
、
製
作
し
た
製
品
を
購
入
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
を

応
援
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　パンやクッキー・野菜など、いろいろな製品が販売されています障がい者の皆さんが製作した作品を展示
しています

る
こ
と
で
自
立
し
た
生
活
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

時
間　
正
午
～
午
後
１
時

※　

週
２
日
開
設
し
て
い
ま
す
。
出

店
日
・
販
売
製
品
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不

明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

「
浜
田
き
て
み
ん
さ
い
」

障
が
い
者
の
働
き
や
す
い
環
境
を
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市
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、
多
年
の

ご
功
労
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
10
月
１
日
㈪
、
次
の
人
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
年
齢
は
10
月
１
日
現
在
）

《
地
方
自
治
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

小
野　

善
道
（
67
歳
・
金
城
町
今
福
）

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防

災
に
努
め
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

鳥
本　

春
男
（
63
歳
・
長
浜
町
）

佐
々
木
博
行
（
52
歳
・
熱
田
町
）

永
見　
　

孔
（
50
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

掛
本　

清
巳
（
59
歳
・
国
分
町
）

河
野　

勝
彰
（
55
歳
・
長
浜
町
）

大
森　

智
明
（
46
歳
・
三
隅
町
井
野
）

串
崎　

美
之
（
55
歳
・
三
隅
町
東
平
原
）

片
桐　

博
憲
（
49
歳
・
周
布
町
）

野
地　

俊
治
（
63
歳
・
清
水
町
）

下
野　
　

守
（
50
歳
・
三
隅
町
向
野
田
）

坂
根　

徹
也
（
48
歳
・
旭
町
都
川
）

佐
々
木
重
盛
（
53
歳
・
上
府
町
）

吉
田　

昌
三
（
53
歳
・
三
隅
町
湊
浦
）

齋
藤　

久
司
（
51
歳
・
三
隅
町
三
隅
）

田　

一
弥
（
55
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

平
木　

正
美
（
54
歳
・
三
隅
町
東
平
原
）

中
野　

勝
隆
（
55
歳
・
国
分
町
）

岡
本　

潤
二
（
44
歳
・
上
府
町
）

稲
岡　

英
治
（
43
歳
・
内
田
町
）

上
部　

健
治
（
63
歳
・
国
分
町
）

《
民
生
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護

と
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
松
ミ
チ
子
（
71
歳
・
周
布
町
）

杉
田　

雅
弘
（
66
歳
・
金
城
町
七
条
）

　

多
年
に
わ
た
り
私
立
保
育
園
園
長
と
し
て

保
育
の
増
進
に
努
め
、
児
童
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田　

哲
明
（
56
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

《
農
林
水
産
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
水
産
関
係
団
体
役
員
と
し

て
地
域
の
水
産
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

山
本　

冨
夫
（
72
歳
・
高
田
町
）

《
商
工
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
商
工
会
の
役
員
と
し
て
地

域
の
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
田
登
美
枝
（
68
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

《
教
育
文
化
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
の

団
長
と
し
て
地
域
の
音
楽
文
化
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

大
野　

勇
次
（
75
歳
・
長
沢
町
）

《
感
謝
状
贈
呈
》

　

多
額
の
寄
附
に
よ
り
浜
田
市
立
長
浜
小
学

校
の
備
品
整
備
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
小
学
校
校
舎
改
築
記
念
事
業
実
行
委
員

会
会
長　

木
鷺　

正
勝
（
熱
田
町
）

平成24年度浜田市表彰
－ 市発展に功労のあった28人を表彰 －
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　近年、児童虐待に関する相談件数が急増しています。
また、子どもへの虐待によって生

い の ち

命が奪われるなど重
大な事件も多発しており、児童虐待問題は社会全体で
早急に解決すべき重大な問題となっています。
　児童虐待防止法では、虐待を受けたと思われる子ど
もを発見した場合は、「速やかにこれを通告しなけれ
ばならない」と定められています。通告が子どもや保
護者への支援につながることを理解し、地域に気にな
る子どもがいる場合はお知らせください。

児童虐待の定義は…
児童虐待とは
身体的虐待 殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、

やけどを負わせる、溺れさせる　など

性 的 虐 待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、
ポルノグラフィの被写体にする　など

ネグレクト
家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置する、重い病
気になっても病院に連れて行かない　など

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょうだい間での差
別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴
力をふるう（ドメスティックバイオレンス：
DV）　など

乳幼児揺さぶられ症候群
赤ちゃんを激しく揺さぶらないで
　赤ちゃんがなにをやっても泣きやまないと、イライラしてしまうことは誰に
でも起こりえます。しかし、泣きやまないからといって、激しく揺さぶらない
でください。赤ちゃんや小さな子どもが激しく揺さぶられたり、頭を叩かれた
りするような大きな衝撃を与えられると、見た目には分かりにくいですが、頭

（脳や網膜）に損傷を受け、重い障がいが残ったり、命を落とすこともあります。
どうしても泣きやまないときは、赤ちゃんを安全な所に寝かせて、まず自分を
リラックスさせましょう。

子どもを虐待から守るための５か条
１　「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）

（通告は義務＝権利）
２　「しつけのつもり…」は言い訳

（子どもの立場で判断）
３　ひとりで抱え込まない

（あなたにできることから即実行）
４　親の立場より子どもの立場

（子どもの命が最優先）
５　虐待はあなたの周りでも起こりうる

○虐待を受けたと思われる子どもがいたら
○自分が出産や子育てに悩んだら
○子育てに悩む親がいたら
児童相談所や市の担当窓口へ連絡・相談してください。
※　連絡・相談は匿名で行えます。
※　連絡・相談者や内容に関する秘密は守られます。
連絡・相談窓口
　浜田児童相談所（☎�３５６０）
　本庁子育て支援課子ども家庭相談係（☎�９３３１）

11月は児童虐待防止推進月間です
平成24年度推進月間標語
「気づくのは　あなたと地域の　心の目」
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ごみ処理経費の状況
【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 117,583,356
ごみ搬入手数料 13,819,750
資源ごみなど売払収入 32,755,838
焼却灰処分費 32,816,190
そのほか 597,590
歳入額　合計 197,572,724
【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製・販売経費 44,776,840
ごみ収集経費 221,847,281
資源ごみ中間処理経費 116,886,206
不燃ごみ処理場経費 128,139,062
広域行政組合負担金 877,845,347
そのほか管理運営経費 28,330,667
人件費 82,854,767
歳出額　合計 1,500,680,170

●鉄くず売払収入　　　　11,569,668円
●資源ごみ売払収入　　　17,246,703円

（内訳）アルミ缶　　　14,305,378円
スチール缶　　 1,947,288円
ペットボトル　　　679,089円
ビールびん　　　　103,475円
一升びん　　　　 177,720円
不燃雑品　　　　　33,753円

●容器包装リサイクル協会拠出金収入
　3,939,467円

※　これは、ペットボトル・プラスチック容器
包装・びんを出荷して得た収入です。

※　ごみ処理にかかった費用のうち、約８％（約１億1,760
万円）は、ごみ袋の売上収入で賄われています。

※　歳入と歳出の差額（約13億310万円）は、税金などで
補填しています。

エコクリーンセンター

市不燃ごみ処理場

石央リサイクルセンター

古着・古布　58トン（64トン）

きちんと分別すれば、
大切な資源を再利用
できるし、市の収入
にもなるんですよ。

工場で、紙などの原
料に生まれかわる

１ 海外へ輸出して、
外国の人が着る

２ ウエス（油など
をふきとる布）に
生まれかわる

段ボール・新聞・牛乳パック・本
1,913トン（1,906トン）

燃やせるごみ
15,779トン

（15,332トン）

燃やせないごみ
2,215トン

（2,584トン）

乾電池
0トン

（0トン）

選別した後、リサ
イクルできないも
のは、埋める

資源ごみ
3,542トン

（3,572トン）

浜田市の１年間の
ごみの量
21,536トン
（21,488トン）

１人１日あたりの
ごみの排出量
972グラム
（958グラム）

※　（　）内は、平成22年度の数値です。

リサイクルで
きるものは、
中間処理した
後、工場へ出
荷される

859トン
（869トン）

市埋立処分場
2,073トン（2,246トン）

メタル・スラグを取り出す　メタル　141トン（166トン）
　　　　　　　　　　　　　スラグ1,165トン（1,103トン）

燃やした後の
灰を埋める

スラグは、建設資材に
活用される

鉄くずを取り出す
480トン（419トン）

細かく砕いて埋める

アルミ缶・
スチール缶
217トン（240トン）

ガラスびん
495トン（493トン）

ペットボトル

プラスチック製
容器包装

工場で、アルミ缶や
スチール缶などの原
料に生まれかわる

工場で、びんなどの
原料に生まれかわる

工場で、繊維材料（作
業服やカーペットを
作る材料）などに生
まれかわる

工場で、プラスチッ
ク製品などを作る原
料に生まれかわる

平成23年度 浜田市のごみ処理経費と処理の流れ

※　資源ごみは売却し、市の収入になります。
市内の一般家庭や事業所から出るごみが、どのように処理されているかを簡単に図で説明します
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～『もったいない』は未来につづく合言葉～

きちんと分別できてますか？

できることからはじめましょう
【エコドライブ10のすすめ】
①やさしい発進を心掛けましょう。
②車間距離は余裕を持って、急な加速や減速を少

なくしましょう。
③エンジンブレーキを積極的に使いましょう。
④エアコンの使用を控えめにしましょう。
⑤無用なアイドリングをやめましょう。
⑥エンジンをかけたらすぐに出発しましょう。
⑦出掛ける前に道路交通情報やルートを確認しま

しょう。
⑧タイヤの空気圧をこまめにチェックし、適正に

保ちましょう。
⑨不要な荷物を積まないようにしましょう。
⑩渋滞などを招くので、違法駐車はやめましょう。

自動車について考えましょう
　自動車は空気を汚すガスを排出しており、その
中にはＣＯ₂も含まれています。なるべく排ガス
を出さないようにするためには、マナーを守った
運転をすることが大切です。
　多くの人を一度に運ぶことができる公共交通機
関は、渋滞や違法駐車を減らすことにもつながり、
省エネに有効な移動手段で
す。自動車の利用を控え、
バスや電車の利用を心掛け
ましょう。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財
団「エコライフ10へのご招待」

（本庁くらしと環境課）

　皆さんが、ふだん「資源ごみ」として出してい
る「ぺット・プラ」「びん」「かん」などは収集
後、石央リサイクルセンターで、有害なものや危
険なものはないか、医療系の廃棄物が混入されて
いないかなど、中身を確認しながら全て手作業で
選別しています。なかには、下の写真のように注
射器や中身の残った薬品のびんなど人体に悪影響
を及ぼす可能性のあるものも混入されており、実
際に作業員が選別作業中にケガや事故などにあっ
たケースもあります。

　そこで、実際にどのようなものがどのような形
で混入されていたのか、いくつか具体例を挙げて
みましたので、今後ごみを排出される際の参考に
して、これまで以上に分別排出の徹底にご協力を
お願いします。
具体的な事例
○間違いやすいごみの混入
・「かん」の袋に、スプレー缶やカセットコンロ

などのガス缶が混入
・「びん」の袋に、化粧品のびんやガラス食器類

が混入
・「ペット・プラ」の袋に、プラスチック製品や

ゴム製品・使い捨て手袋が混入
○危険物の混入
・カミソリなどの刃物やライター（けがをする危

険があります。）
・スプレー缶やガス缶（爆発や火災が発生する危

険があります。）
・使い捨てカイロや乾燥剤など（発熱による火災

が発生する危険があります。）
・中身の残った薬品のびんや洗剤の容器（異臭・

毒物への化学反応を起こす危険があります。）
問い合わせ先
　本庁廃棄物リサイクル課（☎�９４３０）

エコライフへのご招待　～エコドライブをしよう～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう



広報はまだ：平成24年11月号　　　 8

ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　

９
月
中
旬
、
島
根
県
立
大
学
講

堂
に
石
見
４
市
５
町
の
首
長
が
出

席
し
て
、「
石
見
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創

設
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

各
市
町
長
か
ら
、
地
域
を
売
り

出
す
様
々
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
浜
田
市
か
ら
も
、
漁

獲
量
が
年
々
減
少
す
る
中
、
地
元

で
獲
れ
る
魚
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

水
産
業
の
振
興
を
図
る
目
的
で
平

成
14
年
か
ら
始
め
た
「
ど
ん
ち
っ

ち
三
魚
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
10
年
を
経
て
、
浜
田
漁

港
に
水
揚
げ
さ
れ
る
ア
ジ
、
ノ
ド

グ
ロ
は
、
脂
の
乗
り
も
よ
く
、
関

東
圏
で
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
高

値
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
で
は
、
高
級
料
理
店
や

ホ
テ
ル
、
大
手
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン

店
な
ど
多
く
の
お
店
で
取
り
扱
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
全
国
的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
誇

る
カ
レ
イ
干
し
や
ア
ナ
ゴ
、サ
バ
、

イ
カ
な
ど
が
、
浜
田
を
代
表
す
る

魚
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
、
有
機
野
菜
や
西
条

柿
、
梨
、
い
ち
じ
く
、
ピ
オ
ー
ネ

な
ど
の
果
物
も
高
く
評
価
さ
れ
、

大
手
高
級
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
置

い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
３
年

前
に
浜
田
水
産
高
校
の
生
徒
さ
ん

が
発
案
さ
れ
た
「
ノ
ド
グ
ロ
ふ
り

か
け
」
は
、商
品
化
さ
れ
、大
ヒ
ッ

ト
し
て
い
ま
す
し
、
地
元
若
者
に

よ
る
藻
塩
や
塩
ぽ
ん
酢
な
ど
も
商

品
化
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
地
域
の
資
源
を
活
用
し

て
、
浜
田
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
少
し

で
も
高
ま
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、「
は
ま

だ
食
の
大
使
」
と
し
て
指
導
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
三
國
清
三
シ
ェ

フ
が
推
奨
す
る
浜
田
の
食
材
を

「
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」に
登
録
し
、

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。
10
月
14
日
に
は
、
超
多
忙

な
日
程
の
中
で
、
一
昨
年
と
昨
年

に
続
い
て
三
國
シ
ェ
フ
を
浜
田
に

迎
え
て
、
Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
女

性
部(

龍
山
成
子
女
性
部
長)

と
の

交
流
会
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の

上
に
、
初
め
て
の
「
ミ
ク
ニ
マ
ル

シ
ェ
」
認
定
審
査
会
を
開
催
し
、

19
品
目
の
浜
田
の
特
産
品
が
「
ミ

ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」
に
初
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
資
源
を
活
用
し

て
、
浜
田
市
の
認
知
度
の
向
上
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
る
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

平成24年10月14日㈰
「ミクニマルシェ」認定審査会にて

　国際交流員として大事な仕事の一つは、市民の
皆さんとの交流です。国際交流というと難しいと
思われがちですが、その国の文化や考え方の違い
を知り、なぜそうなのかと興味を持ち始めた段階
で、すでに国際交流は始まったと私は思います。
　国際交流には、いろいろな方法がありますが、
決して難しいものではありません。その国のおい
しい料理を食べたり、ドラマや映画を見たり、旅
行に行ったりするのも、簡単で楽しくできる立派
な国際交流だと思います。 
　特に私は、“言葉”を通してもっと深く交流で
きると思います。よく韓国の人は感情表現が激し
くてストレートだと言われますが、皆さんはどう
思いますか？韓国語でよく使う言葉のなかで「죽
겠네」（ジュクケンネ）という表現があります。“～
して死にそう”という意味です。例えば“暑くて
死にそう”や“お腹いっぱいで死にそう”又は“お
いしくて死にそう”“うれしくて死にそう”のよ
うに使います。この表現は、否定的なときはもち
ろん、肯定的なときにもよく使います。この言葉
が使われ始めた正確な理由は分かりませんが、予

想を超えるものが起きたとき、耐えられない感情
を素直に“死にそう”と表現したのではないかと
思います。大げさな言い方だなと思われるかも知
れませんが、私はこの「죽겠네」（ジュクケンネ）
という表現が韓国人の気質を表す一つの言葉では
ないかと思います。この表現の意味を知ることで
韓国人の気質も理解できるということです。
　10月からは ｢韓国語講座２｣ が始まり、たくさ
んの人が参加しています。どうすればもっと簡単
に楽しく韓国語を教えることができるのかと毎
週、頭を抱えていますが、私は皆さんと一緒に勉
強できるその時間が楽しみです。なぜなら、皆さ
んが韓国語を勉強すると同時に、私は皆さんから
日本語（方言も含めて）を教わっています。これ
こそ、言葉を交えた深い国際交流ではないでしょ
うか。

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

楽しくて死にそう
浜田市国際交流員　金

き む

　恩
お ん

志
じ
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裁判員に選ばれる前 裁判員を経験して…

やりたくない
52.5％

よい経験と感じた
95.4％

　

投
資
詐
欺
は
、
未
公
開
株
・
社

債
・
鉱
物
権
利
な
ど
の
販
売
と
称

し
、
架
空
又
は
価
値
の
な
い
も
の

を
売
り
付
け
て
多
額
の
お
金
を
だ

ま
し
取
る
詐
欺
で
す
。

　

相
手
の
求
め
る
ま
ま
に
資
産
の

ほ
と
ん
ど
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う

深
刻
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

投
資
詐
欺
は
「
劇
場
型
」
の
形

を
取
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
劇
場
型
詐
欺
の
手
口
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

典
型
的
な
「
劇
場
型
投
資
詐
欺
」

の
手
口

　

あ
る
日
突
然
、
消
費
者
Ａ
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
Ｙ
社
か
ら
こ
ん
な
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｙ
社　
「
抽
選
で
選
ば
れ
た
あ
な

た
に
、
こ
の
証
券
を
買
う
権
利

が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。」

Ａ
さ
ん　
「
興
味
な
い
で
す
。」

　

数
日
後
、
別
の
業
者
Ｚ
社
か
ら

電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｚ
社　
「
Ｙ
社
の
証
券
は
値
上
が

り
確
実
で
す
が
、
当
選
し
た
人

し
か
買
え
な
い
ん
で
す
よ
。
あ

な
た
が
Ｙ
社
か
ら
購
入
し
て
く

れ
た
ら
、
う
ち
が
高
く
買
い
取

り
ま
す
よ
。」

Ａ
さ
ん　
（
ふ
ー
ん
…
。
簡
単
に

差
額
が
儲
か
る
な
ら
買
お
う
か

な
…
）

　

そ
し
て
購
入
後
。

Ａ
さ
ん　
「
あ
れ
、
大
金
は
た
い

て
証
券
を
買
っ
た
の
に
肝
心
の

Ｚ
社
と
連
絡
が
取
れ
な
い
ぞ
？

Ｙ
社
の
電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
。

だ
ま
さ
れ
た
！
」

　

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
人
物
が

互
い
に
無
関
係
を
装
い
な
が
ら
連

携
し
て
、
無
価
値
な
商
品
を
価
値

あ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
せ
て
売

り
付
け
る
、
そ
れ
が
ま
る
で
舞
台

劇
の
よ
う
な
の
で「
劇
場
型
詐
欺
」

と
い
い
ま
す
。

相
談
窓
口

・
浜
田
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
☎
�
３
１
６
０
）

・
島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
１
６
）

・
石
見
地
区
相
談
室

（
☎
０
８
５
６
�
３
６
５
７
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　
「
怪
し
い
な
」「
欺
か
れ
た
か

も
」
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ

ず
、最
寄
り
の
消
費
相
談
窓
口
・

消
費
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
署
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
５
月
21
日
の
ス
タ
ー

ト
か
ら
３
年
が
経
っ
た
「
裁
判
員

制
度
」。
平
成
24
年
５
月
ま
で
に

３
、
８
０
１
人
の
被
告
人
に
判
決

が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
裁
判
員
裁
判
の
実

施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が
選
ば
れ
た

の
？

　

平
成
24
年
５
月
ま
で
に
選
任
さ

れ
た
裁
判
員
の
数
は
２
１
、
９
４

４
人
、
補
充
裁
判
員
の
数
は
７
、

６
３
０
人
で
し
た
。

何
日
く
ら
い
参
加
す
る
の
？

　

平
成
24
年
５
月
ま
で
に
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
た
裁
判
員
裁
判
の
対

象
と
な
っ
た
事
件
の
う
ち
、
61
・

２
％
の
事
件
が
４
日
以
内
で
終
了

し
ま
し
た
。

裁
判
員
裁
判
の
実
施
状
況

参
加
し
た
感
想
は
？

・
ふ
だ
ん
経
験
で
き
な
い
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
。

・
裁
判
や
裁
判
所
が
身
近
に
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
社
会
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
。

※　

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
は
、
裁
判
員
を
経
験
し
た
皆

さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

や
、
裁
判
員
制
度
の
運
用
状
況

に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
な
ど
を

詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.saibanin.courts.

go.jp/

90
周
年
を
迎
え
た
調
停
制
度

　

調
停
と
は
、
調
停
委
員
会
（
裁

判
官
又
は
調
停
官
１
人
と
調
停
委

員
２
人
以
上
で
構
成
）
が
、
当
事

者
の
言
い
分
を
聴
き
、
当
事
者
双

方
が
納
得
の
上
で
問
題
を
解
決
で

き
る
よ
う
に
助
言
や
あ
っ
せ
ん
、

解
決
案
の
提
示
を
行
い
、
法
的
な

観
点
を
基
本
に
置
き
な
が
ら
も
紛

争
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
解
決

を
図
る
手
続
で
す
。

　

我
が
国
の
調
停
制
度
は
、
大
正

11
年
10
月
１
日
の
借
地
借
家
調
停

法
に
基
づ
く
借
地
借
家
調
停
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、そ
の
後
90
年
の
間
、

時
代
の
要
請
に
応
じ
て
創
設
さ
れ
、

改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
調
停
制
度
は
国
民
に
広
く
利

用
さ
れ
、
数
多
く
の
紛
争
が
調
停

に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、
調
停
制
度
は
90

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
裁
判
所

（
☎
０
８
５
２
�
１
７
０
１
）

消
費
者
被
害
注
意
情
報
（
投
資
詐
欺
）

ご
存
知
で
す
か
？
　
裁
判
所
・
裁
判
制
度
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

　

浜
田
自
治
区
内
の
防
災
行
政
無

線
は
、
昭
和
60
年
度
に
整
備
し
、

27
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
デ
ジ
タ
ル
方

式
に
更
新
し
ま
す
。

工
事
期
間

11
月
～
平
成
25
年
２
月

対
象
設
備　
浜
田
自
治
区
内
の
33

か
所
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

※　

１
か
所
あ
た
り
の
工
事
期
間

は
、
10
日
間
程
度
で
す
。

※　

工
事
期
間
中
は
、
試
験
放
送

を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

私
た
ち
の
毎
日
に
か
か
せ
な
い

「
食
」。
気
に
な
る
食
品
中
の
放

射
性
物
質
に
つ
い
て
、
放
射
線
が

人
体
に
与
え
る
影
響
や
、
食
品
に

関
す
る
規
制
値
の
成
り
立
ち
な
ど
、

基
礎
か
ら
学
ん
で
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
11
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
中
講
義
室

講
師　
香か

山や
ま

不ふ

二じ

雄お

さ
ん
（
自
治

医
科
大
学
教
授
）

定
員　
１
５
０
人

参
加
費　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

※　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
原
子
力
安
全
対
策
課
講
演
会

係
（
☎
０
８
５
２
�
５
６
９
７
）

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/genan/kouennkai.htm

l

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
、
11
月
９
日
㈮
か
ら
15
日
㈭

ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

防
火
標
語

消
す
ま
で
は　
出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

運
動
の
重
点
目
標

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
徹

底
及
び
適
切
な
維
持
管
理
を
推
進

す
る
。

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進

　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
町
内
会
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
放
火
防
止
対
策
を
推
進
す

る
。

特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

　

ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
。

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た

取
組
の
推
進

　

製
品
の
適
切
な
使
用
・
維
持
管

理
及
び
製
品
火
災
に
関
す
る
注
意

情
報
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

対
象
者　
防
火
管
理
が
必
要
な
建

物
の
関
係
者
で
、
新
た
に
防
火

管
理
者
に
選
任
さ
れ
る
予
定
の

人
講
習
日　
12
月
６
日
㈭
・
７
日
㈮

場
所　
浜
田
建
設
会
館

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　
６
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。）

申
込
期
間

11
月
１
日
㈭
～
22
日
㈭

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
市
消

防
本
部
予
防
課
及
び
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。
㈶
日
本
防
火
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協

会
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

安
全
安
心

防
災
行
政
無
線
の
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
を
更
新
し
ま
す

放
射
線
と
食
品
中
の
放
射

性
物
質
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

を
実
施
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

鼓笛隊セット一式

　鼓笛隊セット一式を購入し、幼年消防ク
ラブを結成している美川保育園に贈呈しま
した。
　美川保育園幼年消防クラブは、防火クラ
ブ結成時から、防火及び防災意識の高揚を
図るため、積極的に防火に対する様々な活
動を行っています。今回贈呈した鼓笛隊
セットは、今後の園行事や各種イベントな
どで防火防災の啓発活動に活用されます。

Ｄ－１軽可搬消防ポンプ及びＡＥＤトレーナーなど

　Ｄ－１軽可搬消防ポンプ及びＡＥＤトレーナーなど
を購入し、Ｄ－１軽可搬消防ポンプを大尾谷婦人自衛
消防隊（宇野町）に贈呈しました。
　大尾谷婦人自衛消防隊は、防火に関する啓発・普及
を積極的に取り組んで防災活動を続けています。新規
に高性能のＤ－１軽可搬消防ポンプが配備されたこと
により、初期消火活動の充実が図られ、火災の被害が
最小限に軽減されることが期待できます。

　

県
統
計
協
会
及
び
市
で
は
、
毎

年
「
島
根
県
民
手
帳
」
を
発
刊
・

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
手
帳
は
、予
定
表
の
ほ
か
、

県
内
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
や
ふ
る

さ
と
歳
時
記
な
ど
便
利
な
資
料
を

掲
載
し
た
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
で
、

使
い
や
す
い
手
帳
と
な
っ
て
い
ま

す
。

料
金　
１
冊
５
５
０
円

※　

１
月
末
ま
で
市
役
所
本
庁
３

階
安
全
安
心
推
進
課
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
行
政
相

談
係
（
☎
�
９
１
２
０
）

　

衣
類
の
た
た
み
方
・
収
納
の
仕

方
、
そ
の
ほ
か
身
の
回
り
の
も
の

の
整
理
方
法
を
学
ぶ
男
性
の
た
め

の
講
座
で
す
。
整
理
収
納
の
プ
ロ

か
ら
楽
し
く
コ
ツ
を
学
ん
で
み
ま

　宝くじの普及広報を目的として、その受託事業収入を財源に実施し
ている㈶自治総合センターの平成24年度コミュニティ助成事業（宝く
じ助成事業）を活用して、次のとおり整備しました。

（市消防本部予防課）

せ
ん
か
。

対
象
者　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上

の
男
性

日
時　
12
月
16
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ー
る
３
階
３
０
２

研
修
室

講
師　
江え

川が
わ

佳か

代よ

さ
ん
（
整
理
収

納
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

定
員　
30
人

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

参
加
費　
無
料

※　

Ｔ
シ
ャ
ツ
１
枚
・
靴
下
２
足
・

筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日　
11
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
、氏
名（
ふ
り
が
な
）・

住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
・
▢FAX
�

０
２
１
０
）

Em
ail:jinken@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

平成24年度宝くじコミュニティ助成事業

生
活
・
環
境

２
０
１
３
年
版
島
根
県
民

手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

男
の
生
活
力
ア
ッ
プ
講
座

（
整
理
収
納
編
）
を
開
催

し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
火
葬
場
整
備
計
画

（
案
）

募
集
・
閲
覧
期
間

12
月
３
日
㈪
～
平
成
25
年
１
月

４
日
㈮

閲
覧
場
所

市
役
所
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

市
役
所
各
支
所
市
民
福
祉
課

浜
田
図
書
館

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取
替
作

業
は
委
託
業
者
が
行
い
、
取
替
え

に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。
取

替
委
託
業
者
（
名
札
・
腕
章
を
着

用
）
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

11
月
の
メ
ー
タ
ー
取
替
予
定

取
替
地
区　
松
原
町
・
朝
日
町
・

紺
屋
町
・
天
満
町
・
蛭
子
町
・

京
町
・
高
田
町
・
大
辻
町
・
瀬

戸
ケ
島
町
・
原
町
・
長
沢
町
・

黒
川
町
・
相
生
町
・
竹
迫
町
・

河
内
町
・
原
井
町
・
後
野
町
・

日
脚
町
・
治
和
町
・
津
摩
町
・

西
村
町
・
折
居
町
・
内
村
町
・

国
分
町
・
大
金
町
の
そ
れ
ぞ
れ

一
部

取
替
委
託
業
者

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

取
替
地
区　
三
隅
町
の
一
部

取
替
委
託
業
者

ヤ
マ
オ
カ
設
備

取
替
地
区　
旭
町
の
一
部

取
替
委
託
業
者　
未
定

問
い
合
わ
せ
先

市
上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）

受
付
期
間

11
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭

募
集
住
宅　
今
福
団
地

間
取
り　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
金
城
町
今
福

建
設
年
度　
平
成
13
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
３
０
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
時
期　
12
月

市
営
住
宅

受
付
期
間

11
月
20
日
㈫
～
12
月
４
日
㈫

募
集
住
宅　
未
定

※　

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　
12
月
下
旬

入
居
時
期　
１
月
上
旬

県
営
住
宅

受
付
期
間

11
月
20
日
㈫
～
12
月
４
日
㈫

募
集
住
宅　
未
定

※　

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　
12
月
下
旬

入
居
時
期　
１
月
中
旬

共
通
事
項

※　

募
集
住
宅
は
、
追
加
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

書
類
審
査
後
、
募
集
住
宅
数

に
対
し
入
居
申
込
数
が
上
回
る

場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※　

入
居
資
格
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）
に
つ
い
て

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
に
つ
い
て

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/ham

ada.htm
l

　

地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
る
建
築

物
の
被
害
が
増
大
し
、
尊
い
人
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
地
震
へ
の
備

え
や
減
災
へ
の
思
い
を
新
た
に
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
耐
震
対
策
に

関
す
る
講
演
や
情
報
提
供
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
30
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

基
調
講
演　
福ふ

く

和わ

伸の
ぶ

夫お

さ
ん
（
名

古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
）

※　

そ
の
ほ
か
、
島
根
県
・
浜
田

市
か
ら
の
耐
震
関
連
の
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
０
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す

住
宅

住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

住
宅
に
関
す
る
耐
震
対
策

講
座
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
内
で
は
年
々
空
き
家
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
空
き
家
が
長

年
放
置
さ
れ
、
廃
屋
と
化
し
て
危

険
な
状
態
に
あ
る
の
に
、
ど
こ
に

連
絡
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら

な
い
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
相
談

が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
危
険
な
空
き
家
が
建
築

材
を
飛
散
さ
せ
て
、
通
行
人
に
危

害
を
及
ぼ
し
た
り
、
景
観
上
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
不
審
者
の
侵
入
、
放
火

や
火
遊
び
の
対
象
に
な
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
危
険
な
空
き
家

の
問
題
を
地
域
課
題
と
受
け
止
め
、

空
き
家
の
所
有
者
や
地
域
と
共
に

そ
の
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

条
例
の
目
的

①
空
き
家
な
ど
の
管
理
の
適
正
化

　

長
い
間
誰
も
住
ん
で
い
な
い
空

き
家
は
、
老
朽
化
が
急
速
に
進
み

ま
す
。
い
つ
で
も
住
め
る
よ
う
に

定
期
的
に
管
理
し
た
り
、
誰
か
に

使
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

②
事
故
・
犯
罪
及
び
火
災
の
防
止

　

老
朽
化
が
進
め
ば
屋
根
瓦
が
落

ち
た
り
、
壁
材
が
は
が
れ
て
飛
散

し
た
り
し
、
建
物
の
倒
壊
に
至
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
簡
単

に
建
物
に
侵
入
で
き
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
犯
罪
が
起
こ
っ
た
り
、
放

火
や
火
遊
び
に
よ
り
火
災
が
発
生

し
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

③
安
全
で
良
好
な
居
住
環
境
の
確

保
　

空
き
家
を
適
正
に
管
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
命
を
は
じ
め
地
域

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
良
好
な
景
観

や
居
住
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

空
き
家
な
ど
の
適
正
管
理

　

空
き
家
な
ど
の
所
有
者
又
は
管

理
者
は
、
空
き
家
な
ど
が
危
険
な

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
常
に
適
正

な
維
持
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
な
ど
に
関
す
る
指
導
・
勧
告
・

命
令

　

適
正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
な
ど
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
に
は
、
そ
の
空
き
家
な

ど
の
実
態
調
査
及
び
所
有
者
な
ど

の
把
握
に
必
要
な
調
査
を
行
い
ま

す
。

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、所
有
者
な
ど
に
対
し
て
、

危
険
な
状
態
を
解
消
す
る
た
め
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
指
導
・
勧
告
・

命
令
を
行
い
ま
す
。

罰
則　
命
令
に
従
わ
ず
に
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
は
、

５
万
円
以
下
の
過
料
を
科
し
ま

す
。

市
の
支
援

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
な

ど
の
所
有
者
な
ど
に
対
し
、
危
険

な
状
態
を
解
消
す
る
た
め
の
必
要

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

危
険
空
き
家
等
除
却
促
進
事
業

　

市
内
の
業
者
を
利
用
し
て
、
使

用
さ
れ
て
い
な
い
危
険
な
空
き
家

な
ど
を
除
却
す
る
場
合
に
、
工
事

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

危
険
空
き
家
対
策
事
業

　

市
街
地
に
あ
る
危
険
な
空
き
家

と
そ
の
土
地
を
寄
附
し
て
い
た
だ

き
、
市
が
そ
の
建
物
を
除
却
し
て

跡
地
を
地
域
の
た
め
の
用
地
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

緊
急
措
置

　

空
き
家
な
ど
の
危
険
な
状
態
が

切
迫
し
て
い
る
場
合
で
、
所
有
者

な
ど
が
直
ち
に
危
険
な
状
態
を
解

消
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ

る
と
き
に
は
、
市
が
所
有
者
な
ど

の
同
意
を
得
た
上
で
、
最
低
限
度

の
措
置
（
緊
急
措
置
）
を
講
ず
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
緊
急
措
置
に
要
し
た

費
用
は
所
有
者
な
ど
に
請
求
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
０
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
と
の
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
平
成
25
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
人
及
び
大

学
な
ど
を
卒
業
後
３
年
以
内
の

未
就
職
者

日
時　
11
月
11
日
㈰

午
後
１
時
～

場
所　
島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン

タ
ー

参
加
企
業　
11
月
上
旬
か
ら
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
又
は
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根

定
住
財
団
・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
（
☎
０
１
２
０
‐
６
７
‐

４
５
１
０
）

http://w
w
w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ

ま
し
た

産
業
・
地
域
活
性
化

縁
結
び
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

障
が
い
者
雇
用
の
取
組
で
全
国

的
に
有
名
な
㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ

イ
リ
ン
グ
（
ユ
ニ
ク
ロ
）
と
、
県

内
で
障
が
い
者
雇
用
に
取
り
組
む

社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会
総

合
福
祉
施
設
ミ
レ
青
山
か
ら
講
師

を
招
き
、
講
演
や
事
例
発
表
・
制

度
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
大
会
議
室

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
（
本
庁

産
業
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
雇
用
政
策
課
雇
用
対
策
グ
ル

ー
プ
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１

松
江
市
殿
町
１
番
地
（
☎
０
８

５
２
�
５
３
６
５
・
▢FAX
０
８
５

２
�
６
１
５
０
）】

http://w
w
w
.pref.shim

ane.lg.jp/
rodoseisaku/koyousyuugyou/
koyousokusinsem

ina.htm
l

農
地
転
用
な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

　

最
近
、
農
地
の
転
用
許
可
を
受

け
な
い
で
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
田
か
ら
畑
へ
の
用
途
変

更
や
、
農
地
保
全
・
利
用
促
進
の

た
め
の
農
業
用
施
設
（
農
道
・
た

め
池
な
ど
）
や
２
ア
ー
ル
未
満
の

農
業
経
営
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・

農
機
具
収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用

す
る
場
合
、
ま
た
農
地
の
権
利
を

相
続
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
場
合

は
、
い
ず
れ
も
農
業
委
員
会
へ
届

出
が
必
要
で
す
。
自
己
の
所
有
地

で
あ
っ
て
も
必
ず
許
可
を
受
け
て

か
ら
、
農
地
転
用
・
用
途
変
更
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受

け
、農
地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、

完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出
に

つ
い
て

　

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
課
又
は
各
支
所
産
業
課
で

指
定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用

地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
関
係

市
農
業
委
員
会

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
申
出
関
係

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

高
校
生
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
地
食
甲
子
園
in
は
ま

だ
」
を
開
催
し
ま
す
。
高
校
生
の

柔
軟
な
発
想
で
地
域
の
食
材
を
活

か
し
、
調
理
品
を
発
表
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
で
す
。

　

参
加
す
る
高
等
学
校
は
、
県
内

６
校
・
県
外
２
校
の
合
計
８
校
で

食
を
通
し
た
交
流
を
行
い
ま
す
。

　

次
代
の
担
い
手
で
あ
る
高
校
生

の
活
動
発
表
、市
民
マ
ル
シ
ェ（
特

産
市
）
で
の
販
売
、
神
楽
上
演
な

ど
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
の
で
気
軽
に
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
11
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

場
所　
原
井
小
学
校
体
育
館

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

は
ま
だ
産
業
振
興
機
構
内　

地

食
甲
子
園
in
は
ま
だ
実
行
委
員

会
（
☎
�
８
７
１
７
）

　

金
城
町
内
の
神
楽
社
中
に
よ
る

石
見
神
楽
上
演
を
行
い
ま
す
。

日
程

11
月
３
日
㈷　
桑
の
木
園
芸
能
ク
ラ
ブ

10
日
㈯　

波
佐
常
磐
ク
ラ
ブ

17
日
㈯　

小
笹
神
楽
社
中

23
日
㈷　

久
佐
西
組
神
楽
社
中

24
日
㈯　

青
原
神
楽
社
中

12
月
１
日
㈯　

久
佐
東
神
楽
社
中

８
日
㈯　

小
笹
神
楽
社
中

15
日
㈯　

追
原
神
楽
保
存
会

時
間　
午
後
８
時
30
分
～

場
所　
美
又
温
泉
会
館
２
階

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
２
３
３
）

税
を
考
え
る
週
間

テ
ー
マ　
税
の
役
割
と
税
務
署
の

仕
事

　

国
税
庁
で
は
、
税
の
意
義
や
役

割
を
考
え
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
税

務
行
政
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
11
月

11
日
か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
様
々
な
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/

障
が
い
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

農
地
転
用
の
申
請
・
各
種
届
出

及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
出
を
お
忘
れ
な
く

高
校
生
の
食
の
祭
典

「
地
食
甲
子
園
in
は
ま
だ
」

を
開
催
し
ま
す

石
見
神
楽
定
期
公
演

税
務
・
納
税

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

租
税
作
品
合
同
表
彰
式

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
併
せ

て
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
の

税
に
関
す
る
作
品
（
絵
は
が
き
・

作
文
・
習
字
な
ど
）
の
合
同
表
彰

式
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈯

午
前
10
時
～

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
ゆ

め
広
場

内
容　
表
彰
式
・
子
ど
も
神
楽

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
24
年
分
の
年
末
調
整
の
し

か
た
、
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報

告
書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈭

午
後
２
時
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー

ル
対
象
地
区　
市
全
域

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
０
）

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
生
活
支

援
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
及
び
調

理
実
習
も
行
い
ま
す
。

対
象
者　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
・

寡
婦

日
時　
11
月
24
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
正
午

場
所　
浜
田
公
民
館
調
理
室

講
師　
松
山
レ
イ
子
さ
ん
（
栄
養

士
）

定
員　
先
着
20
家
族

参
加
費　
１
家
族
２
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
16
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
子
育

て
支
援
課
及
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

調
理
が
で
き
る
服
装
で
、
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
母
子
会
連
合
会
【
〒
６

９
０
‐
０
０
１
１　

松
江
市
東

津
田
町
１
７
４
１
‐
３
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
島
根
２
階
（
☎
０
８

５
２
�
５
９
２
０
・
▢FAX
０
８
５

２
�
５
９
２
１
）】

　
「
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
区
健
康
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

①
長
浜
地
区
健
康
教
室

日
時　
11
月
14
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
長
浜
公
民
館

②
周
布
地
区
健
康
教
室

日
時　
11
月
27
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
周
布
公
民
館

①
・
②
共
通

内
容

⑴　

健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
測
定
・

体
組
成
計
で
体
脂
肪
率
や
内
臓

脂
肪
・
体
内
年
齢
を
測
定
）

⑵　

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
健
康
体
操

と
脳
活
性
化
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン講
師　

桟さ

敷じ
き

学ま
な
ぶ

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ
）

⑶　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

⑷　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

試
食「
低
栄
養
を
予
防
し
よ
う
」

参
加
費　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

※　

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

認
知
症
は
予
防
で
き
る
！　
改
善

で
き
る
！

　

認
知
症
重
度
化
予
防
実
践
塾
で

は
、
介
護
者
で
あ
る
家
族
と
介
護

保
険
事
業
所
の
職
員
が
一
緒
に
認

知
症
ケ
ア
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
成
果
の
実
践
発
表
会
と
し
て
、

市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料

講
話
①

演
題　
高
齢
期
の
身
体
の
変
化
と

認
知
症

講
師　
金
田
弘
子
さ
ん
（
森
本
外

科
脳
神
経
外
科
医
院
副
院
長
）

実
践
発
表

実
践
塾
生
に
よ
る
実
践
発
表

講
話
②

演
題　
上
手
に
老
い
る
た
め
の
自

己
点
検

講
師　
石
黒
秀
喜
さ
ん
（
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
包

括
支
援
係
（
☎
�
９
３
２
１
）

子
育
て

ひ
と
り
親
家
庭
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す

健
康
・
福
祉

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す

認
知
症
重
度
化
予
防
実
践
塾

市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
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感染後１～30か月 感染後25～30年
約60～80％ 約30～40％

約７～８％／年

急性肝炎
慢性肝炎

治癒

肝硬変

肝がん

0.0％

20.0％

40.0％

60.0％

80.0％ 20％以上アップ

従来の治療 ３剤併用療法

49.2％

73.0％

前回治療後に
ウイルスが再
び陽性となっ
た人の効果
前回治療中に
ウイルスが消
えなかった人
の効果

0.0％ 50.0％ 100.0％

88.1％

34.4％

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

肝臓は眠れる臓器
　肝臓は「沈黙の臓器」と言われ、症状が現れ
にくいことが特徴のため、体がだるいと気付く
頃にはかなりの重症になっていることも多く、
早期発見・早期治療を心掛ける必要があります。
肝炎ウイルス感染後の自然経過
　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスの感染者は、国内に
300万人以上いると推定されています。
　Ｃ型肝炎ウイルスは感染者も多く、感染する
と次のような経過をたどると言われています。

新薬承認による３剤併用療法
　平成23年11月に新薬テラプレビルが保険適用
となり、Ｃ型肝炎の中では治り難かったジェノ
タイプ（遺伝子型）１型に対する３剤併用療法
が肝炎治療の助成対象となりました。
３剤併用療法の治療効果
　【初回治療の効果】

※　３剤とは、ペグインターフェロン・リバビ
リン・テラプレビルです。

　【再治療の効果】

※　３剤併用療法は従来の治療に比べて、貧血
や皮膚症状などが強く出る可能性が高い治療
法です。詳しくは主治医に相談してください。

※　この治療効果の数値は、治療の臨床試験の
成績です。
肝炎治療医療費助成制度
　島根県では、肝炎の有力な治療法のインター
フェロン治療や核酸アナログ製剤治療に係る医
療費に対して、負担額を軽減する助成を行って
います（月あたり自己負担限度額１万円又は２
万円）。
問い合わせ先　島根県浜田保健所医事・難病支

援グループ（☎�５５５４）
三隅自治区のＣ型肝炎医療費助成制度
　三隅自治区では、合併前に旧三隅町に住所が
あり、現在も浜田市に住所がある人を対象に、
Ｃ型肝炎ウイルスの除去を目的としたインター
フェロン治療（保険適用）に対し、医療費の助
成を行っています（月あたり自己負担限度額０
円～４千円）。
　この事業の終了予定年度は、平成27年度です。

問い合わせ先　市三隅支所市民福祉課医療保険
係（☎�２８０７）

※　次回12月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

　

障
害
基
礎
年
金
と
障
害
厚
生
年

金
を
中
心
と
す
る
障
が
い
者
の
年

金
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
障
害
年
金
に
つ
い
て
知
り
た

い
、
疑
問
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族

の
人
は
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
所
持
者
及
び
そ
の

家
族

日
時　
11
月
25
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
階
４
０
１

研
修
室

説
明
者　
日
本
年
金
機
構
浜
田
年

金
事
務
所
職
員

※　

手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
を
行

い
ま
す
。

※　

会
場
に
は
磁
気
ル
ー
プ
が
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

※　

時
間
割
は
、
説
明
90
分
・
質

疑
応
答
30
分
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
質
疑
が
多
い
場
合
は
、

最
大
30
分
延
長
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

定
員　
先
着
１
０
０
人

申
込
締
切
日　
11
月
17
日
㈯

午
後
６
時
ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

肝炎になっても
　　肝臓はなかなかＳＯＳを出しません！

障
害
年
金
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

メ
ー
ル
・
封
書
で
、
氏
名
・
障

が
い
種
別
・
本
人
か
家
族
の
別
・

連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
）
を
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

電
話
以
外
で
申
し
込
む
場
合

は
、
件
名
に
「
障
害
年
金
説
明

会
参
加
申
込
」
と
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

説
明
用
の
点
字
資
料
又
は
録

音
資
料
が
事
前
に
必
要
な
人
は

「
送
付
先
」、
何
ら
か
の
配
慮

が
必
要
な
人
は
「
必
要
な
配
慮

（
車
椅
子
希
望
な
ど
）」
を
併

せ
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
１

６　

野
原
町
１
８
２
６
‐
１

い
わ
み
ー
る
２
階
（
☎
�
９
３

３
４
・
▢FAX
�
９
３
３
５
）】

Em
ail:info@

bd-iw
am

i.org

　1２月以降のがん検診日程については、「平成24年
度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診する
ことができます。
問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
※　医療機関と検診車では、対象年齢が異なりますので
注意してください。

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成25年２月28日㈭まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）

中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
産婦人科江木医院　11月16日㈮　17:00～19:00
中山産婦人科医院　11月５日㈪　17:00～18:30

※　前日までに予約が必要です。
【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

金
城 11月９日㈮

13:00～13:30 美又公民館（みまた会館）
14:15～14:30 かたらいの家
15:00～15:30 波佐公民館（ときわ会館）

旭 11月９日㈮

9:00～　9:30 都川高齢者活動促進センター
10：00～10：20 市木生活改善センター
11：00～11：20 重富生活改善センター
11：40～12：00 木田生活改善センター

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人
　　　クーポン券が送付されている人
※　予約が必要です。
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成25年２月27日㈬まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者（装着側）
・妊娠中の人・授乳中の人
・豊胸術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント） 

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上で次のいずれかに該当する人
①喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の人
②６か月以内に血痰があった人

実施日 受付時間 会　場

浜
田11月19日㈪

9：00～ 9：20 石見公民館
9：50～10：10 国府公民館
10：40～11：00 市役所本庁駐車場
13：00～13：20 周布公民館
13：50～14：10 長浜公民館
14：40～15：00 美川公民館

金
城11月16日㈮

9：00～ 9：20 小笹集会所
9：50～10：10 久佐公民館（くざ会館）
10：40～11：10 今福公民館（ふれあい会館）
13：00～13：20 小国公民館（おぐに会館）
13：50～14：10 かたらいの家
14：40～15：10 みどりかいかん

旭11月20日㈫

7：30～ 8：00 旭保健センター
8：40～ 8：50 木田生活改善センター
9：30～ 9：40 重富生活改善センター
10：20～10：30 市木生活改善センター
11：10～11：20 都川高齢者活動促進センター

三
隅

11月５日㈪ 14：00～14：30 河内集会所
11月14日㈬ 8：30～11：00 三隅保健センター

11月15日㈭

9：00～ 9：20 三保公民館
10：00～10：20 みのり会館
10：50～11：10 市役所三隅支所
11：30～11：50 岡見公民館
13:30～13:50 黒沢公民館
14:10～14:30 白砂公民館

※　65歳以上で結核検診を受けられなかった人は、肺が
ん検診を利用してください。

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田11月28日㈬ 8：30～10：00 市役所本庁駐車場

三
隅

11月７日㈬
9：00～ 9：30 岡見公民館
10：30～11：00 黒沢公民館
13：30～14：00 白砂公民館

11月14日㈬ 8：30～11：00 三隅保健センター

11月27日㈫ 8：30～ 9：30 海石集会所
10:30～11:00 市役所三隅支所

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

11月各種がん検診の日程
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大腸がん検診を受けましょう

ＪＡ島根厚生連（検査機関）

　近年、食生活の欧米化などにより大腸がんが増
加しています。この機会に検診を受けましょう。
対象者　40歳以上
受診料　無料
検診方法及び日時
　郵送法となります。次の流れを確認し、間違い
のないようにお願いします。

検診の流れ

①　検診会場で容器を配布します（各自治
区検診日程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票（平成24年度各種
健（検）診日程表に掲載しています。）
に必要事項を記入の上、検診会場へ持参
してください。受診票は、会場にも準備
しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、約２～
３週間で受診者へ送付されます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係
（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

　

精
神
保
健
や
精
神
障
が
い
者
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と
精

神
保
健
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
８
日
㈭

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

大
会
テ
ー
マ

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
地
域
の
絆

活
動
発
表

浜
田
圏
域
の
事
業
所
・
団
体
な

ど
の
活
動
紹
介
～
み
ん
な
と
共

に
明
日
に
む
か
っ
て
～

記
念
講
演

演
題　
『
古
事
記
』
に
学
ぶ
思
春

期
の
こ
こ
ろ

講
師　
井い

原は
ら

裕ひ
ろ
し

さ
ん
（
獨
協
医
科

大
学
教
授
・
越
谷
病
院
こ
こ
ろ

の
心
療
科
）

※　

手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
を
行

い
ま
す
。

参
加
費　
無
料

※　

そ
の
ほ
か
、
障
が
い
者
就
労

支
援
事
業
所
な
ど
の
作
品
展

示
・
即
売
・
特
産
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
障
が
い
者
福
祉
活
動
な

ど
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
精
神
保
健
福
祉
会
連

各自治区検診日程
容器配布日 受付時間 会場

浜
田

11月27日㈫ 13:30～14:30 石見公民館

11月28日㈬
9:30～10:00 下有福研修センター
10:30～11:30 国府公民館
13:30～14:30 長沢２町内児童館

11月29日㈭
9:30～10:30 長浜公民館
11:00～11:30 長浜商港会館
13:30～14:30 周布公民館

11月30日㈮

9:30～ 9:50 美川公民館西分館
10:30～11:00 大麻公民館
13:00～13:30 櫟田原公民館
14:00～14:30 美川公民館

11月27日㈫
　～30日㈮

9:00～17:00 市役所本庁
地域医療対策課12月３日㈪ 

　～４日㈫

金
城

11月28日㈬

9:00～10:00 久佐公民館（くざ会館）
10:30～11:30 小国公民館（おぐに会館）
13:30～14:30 かたらいの家
15:00～16:00 小笹集会所

11月29日㈭
9:00～10:00 美又公民館（みまた会館）
10:30～11:30 今福公民館（ふれあい会館）
13:30～15:00 波佐公民館（ときわ会館）

11月30日㈮ 9:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課
旭 11月30日㈮ 9:00～17:00 市役所旭支所市民福祉課
弥
栄

11月21日㈬ 9:00～11:30 市役所弥栄支所市民福祉課
11月28日㈬ 9:00～11:30 老人福祉センター

三
隅

11月15日㈭ 9:00～17:00 市役所三隅支所市民福祉課
11月16日㈮ 9:00～12:00 三隅保健センター

11月19日㈪

9:00～10:00 三保公民館
10:30～11:00 中組集会所
11:30～12:00 谷集会所
13:30～14:00 黒沢公民館

11月20日㈫

9:00～10:00 海石集会所
10:30～11:00 白砂公民館
13:30～14:00 上室谷集会所
14:30～15:00 下室谷集会所

11月21日㈬

9:00～ 9:30 みのり会館
10:00～10:30 市場集会所
13:30～14:30 岡見公民館
15:00～15:30 松原集会所

11月22日㈭ 9:00～17:00 市役所三隅支所市民福祉課

受　診　者

浜　田　市

島
根
県
精
神
保
健
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す

大腸がん検診を受けましょう
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会
（
☎
・
▢FAX
０
８
５
２
�
５

９
２
７
）

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
年
金
制
度
か
ら
支
払
わ
れ
て

い
る
老
齢
（
退
職
）
を
支
給
事

由
と
す
る
公
的
年
金
は
、
税
法
上

「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
の
課

税
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年
に

支
払
を
受
け
る
年
金
額
が
一
定
額

以
上
の
場
合
、
各
支
払
月
の
年
金

額
か
ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

ま
す
。

「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養

親
族
等
申
告
書
」
の
様
式
変
更

　

平
成
25
年
分
か
ら
、「
公
的
年

金
等
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の

様
式
が
変
更
さ
れ
、寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
の
欄
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
変
更
に
伴
い
、
市
へ
の
申
告

又
は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
が
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
で

寡
婦
（
寡
夫
）
で
あ
る
こ
と
を
申

告
す
る
だ
け
で
控
除
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
該
当
す

る
人
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
変
更
が
市
民
税
・

県
民
税
に
適
用
さ
れ
る
の
は
平
成

26
年
度
（
平
成
25
年
中
の
所
得
に

基
づ
く
も
の
）
か
ら
で
す
。

「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養

親
族
等
申
告
書
」
の
提
出

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
老
齢

年
金
受
給
者
の
う
ち
、
課
税
対
象

と
見
込
ま
れ
る
人
に
は
、
毎
年
10

月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て

日
本
年
金
機
構
か
ら｢

扶
養
親
族

等
申
告
書｣

が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
提
出
期
限
（
11
月
30
日
）
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
書
で
、
翌
年
中
に
受

け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が
受

け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

次
に
該
当
す
る
人
は
、｢

扶

養
親
族
等
申
告
書｣

の
提
出
は

不
要
で
す
。

・
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８

万
円
未
満
の
人

・
65
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５
８

万
円
未
満
の
人

「
源
泉
徴
収
票
」
の
送
付

　

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に

は
、
１
年
間
の
年
金
の
支
払
総
額

な
ど
を
記
載
し
た
「
公
的
年
金
の

源
泉
徴
収
票
」
が
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
平
成
25
年
１
月
中
に
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

確
定
申
告
の
手
続
の
際
に
必
要

で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

※　

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
、

課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

た
め
、「
源
泉
徴
収
票
」
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料

が
対
象
で
す
。
こ
の
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
、
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
平
成
25
年
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

※　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送

付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

三
隅
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
11
月
19
日
㈪

午
後
１
時
55
分
～
３
時
25
分

場
所　
三
隅
中
学
校
体
育
館

演
題　
い
じ
め
・
い
の
ち
・
な
か

ま
・
い
き
る

講
師　
飯は

ん

開が
い

輝き

久く

雄お

さ
ん

浜
田
東
中
学
校
人
権
集
会

日
時　
11
月
23
日
㈷

午
前
９
時
～
11
時

場
所　
浜
田
東
中
学
校
体
育
館

演
題　
私
の
友
達

講
師　
金キ

ム

令リ
ョ
ン
ヒ姫

さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

・
三
隅
中
学
校
（
☎
�
０
０
６
２
）

・
浜
田
東
中
学
校

（
☎
�
３
２
１
０
）

保
険
・
医
療
・
年
金

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
を

発
行
し
ま
す

人
権

人
権
集
会
を
開
催
し
ま
す
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松
江
地
方
法
務
局
及
び
島
根
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11

月
12
日
㈪
か
ら
18
日
㈰
ま
で
の
７

日
間
を
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

設
定
し
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
、
周
り

で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し

た
と
い
う
人
は
、
気
軽
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
番
号　
☎
０
５
７
０
‐
０
７

０
‐
８
１
０

※　

Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
発

信
す
る
場
合
は
、
☎
０
８
５
２

�
８
８
６
９
へ
か
け
て
く
だ
さ

い
。

期
間　
11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

　

11
月
12
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
期
間
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
夫
婦
や
恋
人
な
ど

親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
振

る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
、
身
体

的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴
っ

た
り
行
動
を
制
限
し
た
り
す
る
な

ど
様
々
な
形
態
が
あ
り
、
繰
り
返

し
断
続
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
は
大
人
の
問
題
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は

中
・
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
の
恋

人
同
士
の
間
で
も
起
き
て
お
り
、

親
密
な
関
係
に
あ
る
若
者
の
間
で

起
き
る
暴
力
を
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
い

い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
に
も
な
る
重
大
な

人
権
侵
害
で
あ
る
と
と
も
に
個
人

の
尊
厳
を
害
す
る
も
の
で
、
決
し

て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
誰
も
が
自
分

の
身
近
な
問
題
と
認
識
し
、
社
会

全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。

Ｄ
Ｖ
か
な
？
と
思
っ
た
ら
…

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
一

人
で
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
た
り
、

自
分
が
我
慢
す
れ
ば
…
と
あ
き
ら

め
た
り
す
る
こ
と
で
、
暴
力
を
受

け
続
け
、
自
分
自
身
や
子
ど
も
に

大
き
な
傷
を
負
わ
せ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

家
庭
内
の
問
題
を
、
人
に
相
談

す
る
の
は
勇
気
が
必
要
で
す
が
、

ま
ず
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
被
害
者
か
ら
相
談
を
受

け
た
人
は
、
受
け
て
い
る
暴
力
が

Ｄ
Ｖ
に
あ
た
る
こ
と
を
伝
え
て
、

相
談
窓
口
に
相
談
す
る
よ
う
助
言

を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

※　

電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

料
金　
無
料

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓

口
（
☎
�
３
４
３
４
）

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

近
年
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
少

年
に
よ
る
凶
悪
事
件
、
い
じ
め
の

問
題
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

が
被
害
者
と
な
る
事
件
な
ど
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
フ

リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
の
若
者
の
数

も
高
止
ま
り
の
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、教
育
・

福
祉
・
雇
用
な
ど
各
分
野
に
わ
た

る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ

と
を
内
容
と
し
た
「
子
ど
も
・
若

者
育
成
支
援
推
進
法
」
が
平
成
22

年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
、
11
月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
、

地
域
社
会
な
ど
の
連
携
・
協
力
に

よ
る
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
行
い
ま
す
。
家
族
や
近
所

の
皆
さ
ん
で
参
加
し
て
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　
浜
田
市
民

種
目　
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル

※　

一
般
の
部
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
の
い
ず
れ
か
１
つ
の
参
加
に

な
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成　
３
～
５
人
で
１
チ

ー
ム
（
試
合
中
の
交
代
は
可
能

で
す
が
、
コ
ー
ト
内
は
３
人
）

※　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
、
コ
ー

ト
内
３
人
の
う
ち
、
必
ず
小
学

生
以
下
１
人
・
大
人
１
人
を
含

む
３
人
で
構
成
す
る
こ
と
（
原

則
、
親
子
が
望
ま
し
い
。）

日
時　
11
月
18
日
㈰

午
前
８
時
～
正
午
（
予
定
）

※　

受
付
後
、
体
操
・
初
心
者
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所　
国
府
小
学
校
体
育
館

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
13
日
㈫

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
生
涯

学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

空
い
た
時
間
と
場
所
を
利
用

し
て
、「
バ
ッ
ゴ
ー
」
を
行
い
ま

す
の
で
、楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
７
２
１

・
▢FAX
�
５
０
９
０
）

Em
ail:m

anabi@
city.ham

ada.
shim

ane.jp

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
で
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す

浜
田
市
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

を
開
催
し
ま
す
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　９月26日㈬、地震の揺れを再現できる起震車を使った地震体
験授業が今福小学校で行われました。児童は、昭和57年に起き
た北海道浦

う ら

河
か わ

沖地震（マグニチュード7.1）と同じ揺れを体験。
揺れが始まると、頭を机の下に隠し、脚をしっかりと握りしめ、
身の安全を確保しました。
　児童からは「怖かったけど、日頃体験できないことができて
よかった」「頭をしっかり守った」などの感想があり、起震車
体験を通じて、地震の恐ろしさや地震に対する備えの大切さを
学びました。

　９月26日㈬、料理教室が周布公民館で開催されました。
　この料理教室は、健康づくりの一環として毎年数回行われて
おり、この日は15人が参加しました。
　地元でジュニア野菜ソムリエの資格を持つ近

こ ん

藤
ど う

早
さ

苗
な え

さんを講
師に、秋野菜を使った「さつま芋ごはん」「蒸し鶏・蒸しナス
の香味ソースかけ」「かぼちゃプリン」など５品を作りました。
　参加した皆さんからは、「簡単でおいしい料理に満足です。
家族にも作ってあげたい」との感想が聞かれました。

　９月29日㈯・30日㈰、「旭の創作展覧会」が浜田公民館で開
催されました。
　この取組は、ふだんあまり目にすることのない旭町の芸術家
の作品を一堂に集めて、多くの人に知ってもらおうと開かれた
もので、２日間で約300人が来場。会場には、石見焼のつぼや
皿のほか、石見神楽を題材にした版画、見る角度によって様々
な表情を見せる能面など58点の作品が展示されました。
　主催者の旭の創作活動をＰＲする会は「これからも展示品を
入れ替えながらこの会を続けていきたい」と話していました。 精巧な昆虫の木彫りに見入る来場者

落ち着いて行動することができました

　９月28日㈮、防災訓練が岡見小学校で行われました。
　これは、地域防災スクールモデル事業の一環として行われた
もので、午前中は緊急地震速報による全校児童の屋外への避難
訓練から始まり、その後、起震車での地震体験や模型を使った
竜巻や津波の仕組みについて学びました。
　午後からは、松江地方気象台の職員による講演があり、地域
の人や保護者も一緒に話を聞きました。最後に児童を保護者へ
引き渡す訓練を行い、防災に対する知識を高める１日になりま
した。ノートで頭を守り、避難する児童

講師の説明を真剣に聞く参加者

まちのわだい♥Town Topics

旭の芸術家を一堂に紹介
～ 旭の創作展覧会 ～

あさひ

災害について学び防災力を高める
～ 地域防災スクールモデル事業 ～

みすみ

秋の野菜を使ってクッキング
～ 周布公民館 料理教室 ～

はまだ

日頃からの備えが大切
～ 今福小学校 起震車体験 ～

かなぎ
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　９月23日㈰、弥栄自治区の敬老会が弥栄会館で行われました。
　当日は、190人の敬老者が参加。始めの式典では、地域功労
者や金婚者の表彰が行われました。その後、小学校２年生の児
童が、おじいちゃんやおばあちゃんに、いろいろなことを教え
てもらったり、食事を作ってもらったりしていることに対して
「いつもありがとう」と感謝の気持ちを伝えました。
　式典後は、小学生や中学生による合奏や合唱、石見神楽など
の各種団体によるアトラクションがあり、敬老者にとって充実
した１日となりました。

　９月23日㈰、「ぼべカヌーツーリング」が田の浦海岸で行わ
れました。当日は、Ｂ＆Ｇ三隅海洋クラブの子ども15人と大人
11人が参加。午前中は、カヌーツーリングやぼべ採りを行い、
午後からは、水辺の安全教室と海岸清掃を行いました。また、
昼食では、ぼべ飯を炊いたり、バーベキューをしたりして楽し
みました。Ｂ＆Ｇ海洋センターの職員は、今回の取組を通して
「カヌーで海に出ると、自然に溶け込んだ感覚になる。自然の
中で楽しめることはたくさんあり、その中で“心と体の健康づ
くり”を進めていきたい」と話していました。

感謝の気持ちを表情豊かに伝えました

カヌーに乗り、海と親しむ参加者

　９月23日㈰、「まんてん収穫祭」が地域交流プラザ「まんてん」
で行われました。会場にはたくさんの屋台が並び、多目的ステー
ジではダンスや石見神楽などの催しが繰り広げられました。
　会場の一角では、梨研究会による梨を使ったスイーツ試食会
が行われ、「天ぷら」「クリーム煮」などが振る舞われました。
来場者からは「食感が新しい」「加熱することにより甘味が深
まる」などの感想が聞かれました。
　今回の試食会の意見は、旭特産の赤梨を使った新たな商品開
発に生かしていきます。

　９月22日㈷、「交通安全啓発キャンペーン」が金城町七条地
内の国道186号で行われました。
　「秋の全国交通安全運動」に合わせて、市交通安全協会金城
支部雲城分会が毎年行っているもので、この日は、石見神楽の
「恵比須」や「鬼」が登場。「安全運転をお願いします」とド
ライバーに呼び掛け、啓発用チラシや記念品を手渡しました。
今年は、県内で交通死亡事故が多発し、多くの尊い命が失われ
ています。ドライバーはもちろん、自転車や歩行者も安全運転
と交通マナーを守り、交通事故防止に努めましょう。「恵比須」さんも交通安全をＰＲ！

創作スイーツを試食する来場者

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

児童からの「いつもありがとう」
～ 平成24年度弥栄自治区敬老会 ～

やさか

安全運転をお願いします！
～ 交通安全啓発キャンペーン ～

みすみ

創作梨スイーツに舌鼓
～ まんてん収穫祭 ～

あさひ

ぼべカヌーツーリングinみすみ
～ 心とからだの健康づくり ～

かなぎ
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　弥栄のイメージキャラクターと名称が決定しました。
　キャラクターデザインは弥栄自治区まちづくり推進委員会が
募集をかけて、自治区住民の皆さんによる投票で選考しました。
また、名称は弥栄小・中学校の児童生徒を対象に募集し、まち
づくり推進委員会で選考した結果「やっピー」に決定しました。
　「やッピー」は、11月３日㈯に開催される「第25回やさか産
業まつり」のステージに登場して、祭りを盛り上げる予定です。
　産業まつり当日は、ぜひ「やっピー」に会いに来てください。

　９月６日㈭、「食育」調理実習が和田小学校で行われました。
　この講座は、津和野町でレストランを経営する赤

あ か

松
ま つ

健
け ん

二
じ

シェ
フを講師に迎え、全校児童と保護者が、同校の畑で育てた季節
の野菜を使用したハンバーグなど３品に挑戦しました。児童は、
おいしいマヨネーズの作り方や野菜の切り方などのアドバイス
を受け、慣れない手付きながらも、時間内で全ての料理を完成
させ、出来上がった料理を楽しみました。
　赤松シェフは「調理を実習することで食材への関心や作った
人への感謝の気持ちが芽生える」と話していました。

　９月20日㈭、特産果樹「ピオーネ」の「出前授業」が波佐小
学校で行われました。
　これは、地産地消・食育の推進を目的に開催されたもので、
ピオーネ生産者の塚

つ か

本
も と

守
まもる

さん（金城町小国）を講師に迎え、金
城産ピオーネの特徴を学びました。
　ピオーネは、巨峰とカノンホールマスカットを交配した品種
で、金城では約10年前から栽培が始まり、現在は18戸の農家が
生産しています。給食に提供されたピオーネを食べた児童から
は、「とっても甘くておいしい」と笑顔がこぼれました。

赤松シェフから調理の指導を受ける児童

弥栄のイメージキャラクターの「やっピー」

　９月13日㈭、金城中学校の「ふるさと学習」が行われました。
　この「ふるさと学習」は、“金城”を支えてきた先人や地域
の人たちとの交流を通し、ふるさとに対する理解と愛着を深め
るために、総合的な学習の一環で行われました。この日は、１・
２年生58人が参加。生徒たちは、自治区内の６公民館に分かれ
名所や旧跡を巡るなど、地域の文化・魅力を学びました。美又
地区の噺

はなし

山
や ま

と久佐地区の堂
ど う

床
と こ

山
や ま

では、「のろし」を再現。遠く
の山に立ち上る白煙を確認すると、生徒たちは歓声を上げてい
ました。噺山山頂から堂床山の「のろし」を望む生徒

金城産ピオーネの甘さにビックリ！

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

特産果樹「ピオーネ」の出前授業
～ 波佐小学校 地産地消・食育推進 ～

かなぎ

地域の文化や魅力を“再発見”
～ 金城中学校「ふるさと学習」 ～

かなぎ

プロの料理人が調理を指導
～ 和田小学校「食育」調理実習 ～

あさひ

やっピーです！よろしくおねがいします
～ 弥栄のイメージキャラクター ～

やさか
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浜 

田 

図 

書 

館

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　11月11日㈰　午前９時～午後２時
○休館日　日曜日及び祝日

　

10
月
27
日
㈯
か
ら
11
月
９

日
㈮
ま
で
は
、
秋
の
読
書
週

間
で
す
。

第
66
回
読
書
週
間
標
語

『
ホ
ン
ト
ノ
キ
ズ
ナ
』

　

浜
田
図
書
館
で
は
、
読
書

週
間
に
ち
な
ん
で
行
事
を
開

催
し
ま
す
。
読
書
週
間
を

き
っ
か
け
に
読
書
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

お
は
な
し
マ
ラ
ソ
ン

　

絵
本
な
ど
の
本
を
読
み
つ

な
ぎ
ま
す
。
飛
び
入
り
大
歓

迎
で
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

朗
読
に
よ
る
「
ケ
ン
と
い
わ

み
か
ぐ
ら
」
と
古
事
記
の
世

界
　

朗
読
を
楽
し
む
会
「
波
」

の
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
朗

読
会
で
す
。
題
材
は
、
ふ
る

さ
と
の
石
見
神
楽
に
ま
つ
わ

る
家
族
の
姿
を
ほ
の
ぼ
の
描

い
た
郷
土
画
家
の
創
作
絵
本

と
、
日
本
神
話
を
題
材
と
し

た
絵
本
で
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈯

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ア
ナ
ベ
ル
と
ふ
し
ぎ
な
け
い
と

　
　
　
　

ジ
ョ
ン
・
ク
ラ
ッ
セ
ン

Ｋ
町
の
奇
妙
な
お
と
な
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
洋

地
球
パ
ラ
ダ
イ
ス　
　

石
井
聖
岳

夜
の
小
学
校
で　
　
　
　

岡
田
淳

お
も
ち
ゃ
び
じ
ゅ
つ
か
ん
の
ク
リ

ス
マ
ス

　
　

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
ー
カ
ス

イ
ク
バ
ル
と
仲
間
た
ち

　
　
　

ス
ー
ザ
ン
・
ク
ー
ク
リ
ン

若
者
が
働
き
は
じ
め
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾
彰
夫

カ
ビ
の
ふ
し
ぎ　
　
　

伊
沢
尚
子

■
大
人
向
け
の
本
■

傷
だ
ら
け
の
果
実　
　

新
堂
冬
樹

凸
凹
サ
バ
ン
ナ　
　

玖
村
ま
ゆ
み

ご
ち
そ
う
お
か
ず
ご
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
啓
子

ル
パ
ン
、
最
後
の
恋

　
　
　
　

モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン

ナ
モ
ナ
キ
ラ
ク
エ
ン　
小
路
幸
也

光
降
る
丘　
　
　
　
　

熊
谷
達
也

光
圀
伝　
　
　
　
　
　
　

冲
方
丁

い
ま
す
ぐ
使
え
る
常
備
菜
の
献
立

帖　
　
　
　
　
　
　

夏
梅
美
智
子

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

す
っ
す
っ
は
っ
は
っ　
こ・き
ゅ・

う　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
麻
子

だ
い
す
き
の
し
る
し

　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
い
え
つ
こ

恐
竜
研
修
室
１　
恐
竜
の
く
ら
し

を
さ
ぐ
る　
　
　

ヒ
サ
ク
ニ
ヒ
コ

じ
ゅ
え
き
レ
ス
ト
ラ
ン　
新
開
孝

新
妖
怪
ナ
ビ
・
ル
ナ
３

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
美
代
子

■
大
人
向
け
の
本
■

お
母
さ
ん
は
命
が
け
で
あ
な
た
を

産
み
ま
し
た　
　
　

内
田
美
智
子

神
々
の
く
に　
そ
の
く
に
び
と　

　
　
　
　
　
　
　
　

川
島
芙
美
子

イ
ン
バ
ウ
ン
ド　
　
　

阿
川
大
樹

神
様
の
カ
ル
テ
３　
　

夏
川
草
介

ミ
ツ
カ
ン
社
員
の
お
酢
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ツ
カ
ン

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

※　

11
月
は
、
お
休
み
し
ま
す
。

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

幸
せ
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
不

幸
を
招
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
優

は
じ
め
て
の
編
み
物
ゆ
び
あ
み　

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
西
恵
里
子

あ
り
が
と
う
と
も
だ
ち　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

内
田
麟
太
郎

■
大
人
向
け
の
本
■

空
よ
り
高
く　
　
　
　
　

重
松
清

岳
飛
伝
１
２　
　
　
　

北
方
謙
三

め
ぐ
み
と
私
の
35
年

　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
早
紀
江

　
　
　

★
ブ
ッ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
毎
月
第
１
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
ロ
ビ
ー

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
な
ど
の

理
由
で
こ
の
１
年
間
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
本
で
、
図
書
館
の
蔵

書
と
し
な
か
っ
た
本
を
、
無
料
で

自
由
に
持
ち
帰
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル

市
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
ロ
ビ
ー

日
時　
11
月
３
日
㈷
・
４
日
㈰

内
容　３

日
㈷　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

・
展
示
な
ど

４
日
㈰　

午
前
11
時
～　

絵
本

読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
な
ど

午
後
２
時
～　

し
ま

ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

の
体
験
コ
ー
ナ
ー

場
所　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

　

Ｂ
ア
リ
ー
ナ

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○11月の休館日　23日㈷

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○11月の休館日　3日㈷・23日㈷・30日㈮

日
時　
11
月
11
日
㈰

　

午
前
11
時
～

場
所　
旭
図
書
館

図

書

館

情

報

浜 

田 

図 

書 

館

金 
城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館

秋
の
読
書
週
間
行
事

★
第
25
回
さ
ざ
ん
か
祭
り

　

で
ま
え
と
し
ょ
か
ん

★
ブ
ッ
く
ん
の
ふ
る
さ
と

　

ま
つ
り
お
は
な
し
会
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今
年
８
月
、
ロ
シ
ア
の
ロ
シ
ア
海

洋
国
立
大
学
で
行
わ
れ
た
異
文
化
理

解
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
ロ
シ
ア
語
の
日
常
会
話
、

文
法
の
勉
強
の
ほ
か
に
も
ロ
シ
ア
の

歌
や
遊
び
を
し
た
り
、
と
て
も
楽
し

く
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
授
業
の
あ
と
は
買
い

物
や
観
光
に
出
掛
け
た
り
、
ほ
か
の

国
の
留
学
生
と
ス
ポ
ー
ツ
や
食
事
を

し
た
り
し
て
、
と
て
も
充
実
し
て
い

ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
要
塞
見
学
や
ダ
ー
チ
ャ

(

菜
園
付
き
別
荘)

体
験
を
し
た
り
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
っ
た
り
と
、
ロ

シ
ア
の
伝
統
文
化
を
直
接
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

１
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
人
や
も
の
に
出
会

い
、
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

異
文
化
理
解
研
修
と
は
？

　

ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
・
中
国
・
韓

国
の
交
流
校
で
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
約
１
か
月
に
わ
た
り
生
活
し
な

が
ら
、
語
学
や
文
化
を
集
中
的
に
学

習
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
本
学
の
特

徴
的
な
授
業
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
年

度
は
合
計
90
人
の
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究
科

（
北
東
ア
ジ
ア
専
攻
・
地
域
開
発
政

策
専
攻
）
の
社
会
人
特
別
選
抜
試
験

　

12
月
５
日
㈬
、「
国
際
文
化
交
流

の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
学

に
来
て
い
た
だ
き
、
世
界
の
様
々
な

文
化
に
触
れ
な
が
ら
学
生
や
教
職
員

と
の
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

第
１
部
（
午
後
５
時
～
）
は
、
講

堂
で
学
生
・
留
学
生
に
よ
る
歌
や
ダ

ン
ス
の
披
露
の
ほ
か
、
韓
国
蔚
山
大

学
校
所
属
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

招
い
て
演
奏
会
を
開
催
し
、
そ
の
後

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
を
行
っ

て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
明
る
く
照
ら
し
ま

す
。

　

続
く
第
２
部（
午
後
７
時
10
分
～)

で
は
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
学
生
の
企

画
に
よ
る
交
流
会
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
、
参

加
費
は
無
料
で
す
。
多
数
の
来
校
を

①「石見神楽で生きる！～神楽面職人としての生き
方～」

11月７日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　小

こ

林
ばやし

泰
た い

三
ぞ う

さん（㈱小林工房）

②「日本らしい農業・地域づくりを目指して、自然
放牧酪農への挑戦」

11月14日㈬　午後６時15分～７時45分
講師　州

す

濱
は ま

正
ま さ

明
あ き

さん（シックス・プロデュース㈲
代表）

③「生活時間にみる人生の諸相」
11月21日㈬　午後６時15分～７時45分
　講師　藤

ふ じ

原
わ ら

眞
ま さ

砂
ご

先生（浜田キャンパス教授）

④「子ども・若者支援の必要性とその現状」
11月28日㈬　午後６時15分～７時45分
講師　安

あ

部
べ

利
り

一
い ち

さん（医療法人松が丘病院臨床心
理士）

※　講座④は、講師が変更になりました。

場所　島根県立大学講義・研究棟　中講義室３

問い合わせ先
　地域連携推進室（☎�２３９６）

を
実
施
し
ま
す
。
出
願
手
続
や
試
験

科
目
は
、
募
集
要
項
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

出
願
期
間

　

平
成
25
年
１
月
10
日
㈭
～
18
日
㈮

選
抜
期
日　
平
成
25
年
２
月
２
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先　

教
務
学
生
課　

（
☎
�
２
２
１
３)

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６)

ウラジオストク市内にて

昨年の「国際文化交流の夕べ」の様子
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vol.109
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

異
文
化
理
解
研
修
に
参
加
し

て異
文
化
理
解
研
修（
ロ
シ
ア・

ロ
シ
ア
海
洋
国
立
大
学
）
参

加
者　
赤
﨑
な
つ
美（
２
年
）

社
会
人
を
対
象
に
入
学
試
験

を
実
施
し
ま
す
（
大
学
院
）

第
12
回
国
際
文
化
交
流
の
夕

べ
の
ご
案
内

公開講座のご案内
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石本正「軍鶏」（1941年）

【
本
館
】
石
本
正　
我
が
青
春

　

現
代
の
日
本
画
壇
を
代
表
す
る
画

家
の
一
人
で
あ
る
石
本
正
（
三
隅
町

出
身
）。
本
展
で
は
、
石
本
の
青
春

時
代
を
軸
に
、
舞
妓
や
裸
婦
な
ど
に

知
ら
れ
る
石
本
芸
術
が
生
ま
れ
る
ま

で
の
作
品
約
50
点
を
展
示
し
、画
家
・

石
本
正
の
源
流
に
迫
り
ま
す
。

会
期　
12
月
２
日
㈰
ま
で

【
新
館
】
我
が
友　
三
上
誠

　

三
上
は
、
日
本
画
の
可
能
性
を
切

り
開
く
と
い
う
目
標
の
元
、
前
衛
的

な
作
品
を
発
表
し
続
け
ま
し
た
。
52

歳
で
他
界
し
た
三
上
は
、
現
在
92
歳

に
な
る
石
本
に
と
っ
て
心
に
残
る
大

切
な
友
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
作
と
共
に
、
２

人
の
画
家
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　
11
月
11
日
㈰
ま
で

料
金　

　

一
般　

７
０
０
円
（
６
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

　

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
５
０
０
円

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

11
月
13
日
㈫
以
降
は
、
一
般

６
０
０
円
（
団
体
５
０
０
円
）

　11月10日㈯・11日㈰、みすみフェスティバルに併せて
開催する「石正美術館まつり」では、フリーマーケット
出展者を募集します。希望する人は連絡してください（食
品の販売はできません）。
場所　石正美術館前駐車場
料金　１区画１日５００円
定員　各日先着28組

《本館展示室》

特別展「石本正　我が青春」
　　12月２日㈰まで

《新館展示室》

特別展「我が友　三上誠」
　　11月11日㈰まで

《ギャラリー展示》

石本正　我が青春　デッサン展（後期）
　　11月11日㈰まで
ありがとう井野小学校・室谷分校「思
い出の学校を描こう」展
　　11月17日㈯～12月２日㈰

《イベント情報》

特別展作品解説会
　　11月３日㈷　午後２時～３時　　
石正美術館まつり
（みすみフェスティバル）
　　11月10日㈯・11日㈰ 

　12月、今年も「石見の冬至祭り・光の回廊」を開催し
ます。会場に展示する照明作品を募集します。石州和紙
や竹など素材は問いません。学校・グループでの応募も
大歓迎です。
※　光源（電球など）については、事前にお問い合わせ
ください。

問い合わせ先
　石正美術館（☎�４３８８）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

◎フリーマーケット出展者募集

◎光の回廊 照明作品募集

特
別
展
の
お
知
ら
せ
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現
在
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、「
ド
ー

ル
ハ
ウ
ス
展
」を
好
評
開
催
中
で
す
。

日
本
の
代
表
的
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型

作
家
６
人
が
制
作
し
た
人
形
サ
イ
ズ

の
家
屋
・
部
屋
な
ど
、
繊
細
か
つ
ち

密
な
作
品
約
80
点
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
、
欧
米
の
貴

婦
人
や
裕
福
な
人
々
か
ら
広
ま
り
、

世
界
中
で
親
し
ま
れ
て
い
る
魅
力
あ

る
小
さ
な
世
界
で
す
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア

の
家
具
や
小
物
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
、

洋
風
の
家
屋
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作

品
の
ほ
か
、
昔
懐
か
し
い
日
本
家
屋

な
ど
を
再
現
し
た
見
ご
た
え
の
あ
る

作
品
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
展
覧
会

に
合
わ
せ
て
大
田
市
大
森
町
の
熊
谷

家
住
宅
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
新
作
が

登
場
し
て
い
ま
す
。

　

作
家
た
ち
の
巧
み
な
技
で
作
ら
れ

た
そ
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

優
雅
で
あ
り
個
性
的
で
懐
か
し
さ
を

感
じ
る
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
11
月
25
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

　

高
大
生
６
０
０
円
（
４
０
０
円
）

　

小
中
生
３
０
０
円

※　
（　

）
内
は
前
売
り
券
で
す
。

※　

前
売
券
は
、
市
内
の
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
で
販
売
中
で
す
。
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
木
の
実
で
ア
ー
ト
》

　

ど
ん
ぐ
り
や
松
ぼ
っ
く
り
な
ど
、

木
の
実
を
使
っ
て
秋
ら
し
い
作
品
を

作
ろ
う
。

◎
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

●
講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
星
く
ず
の
小
瓶
》

　

絵
を
描
い
た
ら
瓶
の
中
に
閉
じ
込

め
て
、
小
さ
な
世
界
を
作
る
よ
。

◎
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
小
枝
の
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
》

　

屋
根
に
小
枝
を
く
っ
つ
け
て
、
家

型
の
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
23
日
㈷
・
24
日
㈯
・
25
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

　

前
回
の
フ
ラ
ン
ス
の
先
生
に
引
き

続
き
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
２
人
の
美
術

の
先
生
が
初
来
館
さ
れ
ま
す
。
オ
ラ

ン
ダ
の
先
生
に
習
っ
て
す
て
き
な
作

品
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
。

《
オ
ラ
ン
ダ
の
風
》

◎
11
月
３
日
㈷
・
４
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
フ
ェ
の
ご
案
内

　

３
階
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム･

カ
フ
ェ
で

は
、海
を
眺
め
な
が
ら
、世
界
の
様
々

な
飲
み
物
が
楽
し
め
ま
す
。
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
に
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

営
業
日
時　
土
・
日
・
祝
日

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

11
月
の
休
館
日

月
曜
日　
５
日
・
12
日
・
26
日

展
示
替　
27
日
㈫
～
30
日
㈮

※　

19
日
㈪
は
開
館
し
ま
す
。

島木英文「小泉八雲旧居」

昨年の国際交流ワークショップ

小島隆雄「男の隠れ家ＰＡＲＴⅡ」

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.191

有

料

広

告

国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
展
in
浜
田

～
小
さ
な
夢
の
世
界
へ
の

お
誘
い
～

11
月
の
イ
ベ
ン
ト
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今
回
は
、
松
原
湾
が
見
渡
せ
る
場

所
で
実
施
し
ま
す
。

日　
11
月
23
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
～
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
城
山
社
務
所
前

清
掃
場
所　
城
山
一
帯

※　

軍
手
な
ど
は
用
意
し
ま
す
。
の

こ
ぎ
り
な
ど
木
を
切
れ
る
道
具
が

あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

募
集
締
切
日

　

平
成
25
年
２
月
28
日
㈭
（
必
着
）

※　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日　
11
月
25
日
㈰

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
３
０
２
研
修
室

問　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
３
４
４
）

平
成
25
年
４
月
入
校

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

　

職
業
人
と
し
て
必
要
な
情
報
技
術

の
基
礎
知
識
・
技
術
の
習
得
に
併
せ

て
、
事
務
職
と
し
て
必
要
な
簿
記
会

計
及
び
情
報
処
理
機
器
の
活
用
に
関

す
る
知
識
・
技
術
・
技
能
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
35
歳

未
満
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人
・
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

定　
10
人

建
築
科

　

木
造
建
築
物
の
建
築
施
工
と
こ
れ

に
関
連
す
る
設
計
、
積
算
な
ど
の
技

能
や
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
35
歳
未
満
で
、

中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人

定　
10
人

機
械
加
工
・
溶
接
科

　

汎
用
工
作
機
械
及
び
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を

操
作
で
き
る
技
術
及
び
関
連
知
識
を

習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種
溶
接
方

法
の
技
術
及
び
関
連
知
識
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
中
学
校
・
高
等

学
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

人
定　
10
人

共
通
事
項

入
校
検
定
日　
11
月
30
日
㈮

検
定
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

料　
テ
キ
ス
ト
代
・
資
格
試
験
取
得

費
用
な
ど
は
実
費
自
己
負
担
（
こ

の
ほ
か
、Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
の
み
、

授
業
料
・
入
校
料
な
ど
実
費
自
己

負
担
）

訓
練
期
間

　

平
成
25
年
４
月
～
平
成
26
年
３
月

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
西
部
高
等
技
術

校
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

次
の
申
込
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
先

新
規
学
卒
の
人　
西
部
高
等
技
術
校

新
規
学
卒
以
外
の
人　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
所
定
の
職
業
相
談
が
必
要
で

す
。）

募
集
締
切
日

　

11
月
16
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

問　
西
部
高
等
技
術
校　

新
井
さ
ん

【
〒
６
９
８
‐
０
０
４
１　

益
田

市
高
津
４
丁
目
７
‐
10
（
０
８
５

６
�
２
４
５
０
）】　　
　
　
　

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg.jp/seibu_gijutsu/

有

料

広

告

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

古
事
記
１
３
０
０
年
縁ゆ

か
り

の

浜
田
城
大
清
掃

資
格
・
試
験

募
　

集

平
成
25
年
度
第
１
学
期（
４
月
）

放
送
大
学
入
学
生

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生
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石
見
神
楽
は
、
島
根
県
の
西
部
に

位
置
す
る
石
見
地
方
に
古
く
か
ら
伝

え
ら
れ
て
い
る
里
神
楽
で
、
神
社
の

祭
礼
に
夜
を
徹
し
て
奉
納
さ
れ
る
伝

統
芸
能
で
す
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
「
浜
田
の

石
見
神
楽
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
「
浜
田
の
石
見
神

楽
検
定
試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

日　
平
成
25
年
１
月
26
日
㈯

受
付　
午
後
１
時
～

試
験　
午
後
１
時
40
分
～
（
90
分
）

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

試
験
内
容　
浜
田
の
石
見
神
楽
に
つ

い
て
基
本
的
な
事
項

※　

主
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
浜
田
の

石
見
神
楽
」
か
ら
出
題
し
ま
す
。

※　

選
択
方
式
、
○
×
方
式
、
部
分

記
入
方
式
で
１
０
０
問
以
内
で
す
。

※　

正
答
率
70
％
以
上
で
合
格
と
な

り
ま
す
。

料　
大
人　
　
　

２
、
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
、
０
０
０
円

申
込
期
間

　

11
月
５
日
㈪
～
12
月
13
日
㈭

申
込
方
法　
受
験
申
込
書
（
浜
田
商

工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
又
は

現
金
書
留
で
、
受
験
料
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
票
発
送
日　
12
月
中
旬

※　

12
月
20
日
㈭
ま
で
に
受
験
票
が

届
か
な
い
場
合
は
、
事
務
局
へ
必

ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
キ
ス
ト　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
浜
田

の
石
見
神
楽
」（
検
定
試
験
対
応
）

定
価　
１
、
８
９
０
円
（
税
込
）

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
商
工
振

興
課
【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７　

殿
町
１
２
４
‐
２
（
☎
�
３
０
２

５
）】教

室
・
講
座

～
子
ど
も
た
ち
を
加
害
者
に
も
、
被

害
者
に
も
、
傍
観
者
に
も
し
な
い
た

め
に
～

　

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
、
い
じ
め
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
暴
力
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
子
ど
も
に
何
が
で
き
る
か
、
地

域
の
大
人
に
何
が
で
き
る
か
を
、
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
程

・
周
布
公
民
館　

11
月
８
日
㈭

　

午
後
１
時
45
分
～
３
時
45
分

・
石
見
公
民
館　

11
月
15
日
㈭

　

午
後
７
時
～
９
時

・
長
浜
公
民
館　

11
月
18
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

都
合
の
よ
い
場
所
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

料　
無
料

申
込
締
切
日

　

各
会
場
開
催
日
の
前
日

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
は
ま
だ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
☎
０
９

　

０
‐
８
０
６
９
‐
３
３
３
１
）

　

周
布
公
民
館
（
☎
�
０
０
５
８
）

　

石
見
公
民
館
（
☎
�
１
３
８
０
）

　

長
浜
公
民
館
（
☎
�
４
６
１
４
）

　

エ
コ
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
意
識
し
、

大
地
の
恵
み
を
食
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
“
う
ま
う
ま
巻
き
ず
し
”
を

作
り
ま
す
。
ど
ん
な
も
の
か
は
当
日

の
お
楽
し
み
！

日　
11
月
10
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

料　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
締
切
日　
11
月
７
日
㈭

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

　

大
橋
さ
ん
（
☎
�
０
６
３
５
）

マ
フ
ラ
ー
を
織
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

江
津
市
で
活
動
し
て
い
る
「
わ
た

の
里
も
こ
も
こ
」
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
手
紡
ぎ
し
た
草
木
染
め
の
糸
を

使
っ
た
マ
フ
ラ
ー
を
作
り
ま
す
。

日　
12
月
２
日
㈰

１
回
目　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

２
回
目　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
（
ア
ク
ア
ス
入
口
手
前
観

光
情
報
コ
ー
ナ
ー
）　

定　
１
回
８
人

料　
２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
11
月
25
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
６
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

浜
田
の
石
見
神
楽
検
定
試
験

地
域
で
『
い
じ
め
』
に
つ
い
て

考
え
る
in
公
民
館

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

石
見
海
浜
公
園

ク
ラ
フ
ト
教
室
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浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
21
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
肺
が
ん
に
つ
い
て

講
師　
柳や

な

川が
わ

崇た
か
し

さ
ん
（
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー
呼
吸
器
内
科
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

島
根
い
の
ち
の
電
話
は
、
平
成
23

年
11
月
か
ら
石
見
分
室
を
開
設
し
１

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
１
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
記
念
式
典
と
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
12
月
１
日
㈯

記
念
式
典
（
関
係
者
の
み
）

　

午
後
１
時
～
１
時
40
分

公
開
講
座

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　
お
達
者
落
語
会
―
「
古
典
落

語
」
と
「
笑
っ
て
健
康
（
笑
っ
て

病
気
を
追
い
は
ら
う
）」
―

講
師　
春は

る

雨さ
め

や
落ら

く

雷ら
い

（
落
語
家
）

料　
無
料

問　
島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
８
５
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
５
９
８
６
）

Em
ail:s-inochi@

sm
ile.ocn.ne.jp

　

石
見
川
柳
会
は
先
生
の
い
な
い
同

好
の
集
ま
り
で
す
。
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
中
で
、
面
白
い
句
や
楽
し
い

句
が
生
れ
て
い
ま
す
。

日　
11
月
８
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
、
０
０
０
円
（
昼
食
・
句
会

誌
代
含
む
。） 

問　
石
見
川
柳
会　

佐
々
木
さ
ん

（
☎
�
２
９
１
７
）

　

お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母

さ
ん
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

お
母
さ
ん
も
赤
ち
ゃ
ん
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
生
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日　
11
月
10
日
㈯

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

出
演
者

Ｄ
ｕ
ｏ
・
ア
フ
ェ
ッ
ツ
テ
ィ
＆
ピ

ア
ノ　
　
　
　
　
　
　

中
村
真
弓

フ
ル
ー
ト　
　
　
　

杉
本
さ
え
み

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　
　

中
山
ゆ
き
子

料　
自
由
席　

一
般　

７
０
０
円

　
　
　
　
　
　

小
学
生
以
下
無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

地
元
特
産
品
販
売
、
公
民
館
や
各

種
団
体
の
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
郷

土
色
豊
か
な
出
演
者
に
よ
る
楽
し
い

催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

日　
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
11
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
三
隅
中
央
公
園

※　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
三
隅
支
所
産
業
課
内　

み
す

み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
８
０
３
）

有

料

広

告

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

島
根
い
の
ち
の
電
話

公
開
講
座

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

市
文
化
祭
協
賛
行
事

石
見
川
柳
句
会

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

も
う
す
ぐ
マ
マ
！『
リ
ラ
ッ

ク
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
』

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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農
林
産
物
の
品
評
会
及
び
即
売
会
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
石
見
神
楽
上
演

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
各
種
団

体
に
よ
る
出
店
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
及

び
矯
正
展
（
刑
務
所
作
業
製
品
の
展

示
即
売
会
）
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日　
11
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場　
市
役
所
旭
支
所
周
辺
・
市
民
体

育
館
・
旭
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問　
市
旭
支
所
産
業
課
内　

旭
ふ
る

里
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
４
３
６
）

　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
の
現
況
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

受
付

午
前
の
部　
午
前
９
時
～
11
時

午
後
の
部　
午
後
１
時
～
３
時

受
付
場
所　
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰

促
進
セ
ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

※　

当
日
は
、
市
役
所
旭
支
所
周
辺

で
行
わ
れ
る
「
旭
ふ
る
里
ま
つ
り

２
０
１
２
」
の
会
場
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

市
役
所
旭
支
所
発

午
前
10
時
・
午
前
11
時
30
分
・
午

後
１
時
（
バ
ス
の
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

※　

刑
務
所
作
業
製
品
の
販
売
は
、

こ
の
施
設
見
学
会
で
は
行
わ
ず
、

「
旭
ふ
る
里
ま
つ
り
２
０
１
２
」

の
会
場
で
行
い
ま
す
。

問　
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
庶
務
課
（
☎
�
８
１
７
１
）

　

浜
田
公
民
館
の
講
座
受
講
者
と
利

用
者
サ
ー
ク
ル
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
詩

吟
・
劇
・
踊
り
・
合
唱
・
剣
舞
・
手

話
な
ど
）
が
学
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

日　
11
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

問　
浜
田
公
民
館
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

県
内
の
体
操
競
技
を
志
す
小
・
中

学
生
・
高
校
生
が
一
堂
に
会
し
、
技

と
力
と
美
し
さ
を
競
い
合
い
ま
す
。

日　
11
月
11
日
㈰

開
会
式　
午
前
９
時
20
分
～

競
技
開
始　
午
前
10
時
～

場　
県
立
体
育
館

問　
県
立
体
育
館
内　

建
設
記
念
体

操
競
技
大
会
準
備
委
員
会

（
☎
�
１
２
０
１
）

対
象　
６
歳
以
下
の
子
ど
も
と
保
護

者
日　
11
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
市
陸
上
競
技
場

定　
親
子
25
組

料　
１
、
０
０
０
円
（
子
ど
も
１
人

増
え
る
ご
と
に
５
０
０
円
追
加
）

※　

２
人
目
以
降
又
は
、
７
歳
以
上

の
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
「
こ
っ
こ
ろ
」
カ
ー
ド
提
示
で

割
引
し
ま
す
。

申
込
方
法　

事
前
に
、
電
話
又
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

石
本
さ

ん
（
☎
０
９
０
‐
４
１
４
３
‐
７

　

６
８
４
）

Em
ail:m

obile_kids-ham
ada@

docom
o.ne.jp

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
２
０
１
２

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

浜
田
公
民
館
演
芸
の
つ
ど
い

第
35
島
根
県
立
体
育
館

建
設
記
念

島
根
県
体
操
競
技
大
会

芝
生
で
あ
そ
ぼ
！

　



広報はまだ：平成24年11月号　　　32

　

素す
う
た
い謡
「
八や

し

ま島
」「
西さ

い
ぎ
ょ
う
ざ
く
ら

行
桜
」
仕
舞

「
小こ

そ

で

そ

が

袖
曽
我
」
ほ
か
、
観
世
流
・
喜

多
流
・
宝
生
流
の
仕
舞
謡
曲
・
囃
子

の
上
演
会
で
す
。

日　
11
月
11
日
㈰

開
演　
午
前
10
時

場　
周
布
公
民
館

料　
無
料

問　
浜
田
謡
曲
連
合
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

　

児
童
・
生
徒
の
学
習
発
表
や
、
心

の
こ
も
っ
た
作
品
・
製
品
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
17
日
㈯

ス
テ
ー
ジ
発
表

　

午
前
９
時
５
分
～
正
午

作
品
展
示
・
製
品
販
売

　

正
午
～
午
後
２
時
20
分

場　
石
見
養
護
学
校

問　
石
見
養
護
学
校　

長
元
さ
ん
・

上
山
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
２
１
４
１
）

　

島
根
県
初
の
飲
み
歩
き
イ
ベ
ン
ト
、

浜
田
バ
ル（
浜
田
で
酔
っ
ち
ゃ
ん
祭
）

を
銀
天
街
と
栄
町
を
結
ん
で
開
催
し

ま
す
。

　

バ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
興
味
の

あ
る
お
店
を
選
び
、
チ
ケ
ッ
ト
１
枚

で
１
フ
ー
ド
＋
１
ド
リ
ン
ク
の
バ
ル

メ
ニ
ュ
ー
を
い
た
だ
き
、
ま
た
次
の

お
店
へ
ハ
シ
ゴ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
行
っ
た
こ
と
の
な
い
お
店
や

行
き
た
か
っ
た
お
店
を
、
チ
ケ
ッ
ト

１
枚
で
体
験
で
き
ま
す
。
お
酒
以
外

に
も
ジ
ュ
ー
ス
や
お
茶
も
選
べ
ま
す

の
で
、
家
族
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※　

バ
ル
と
は
、ス
ペ
イ
ン
語
の「
Ｂ

Ａ
Ｒ
」
を
意
味
し
、
朝
で
も
夜
で

も
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
一
杯
の

お
酒
と
簡
単
な
お
つ
ま
み
を
い
た

だ
く
文
化
の
こ
と
で
す
。

日　
11
月
17
日
㈯

　

正
午
～
午
後
11
時

場　
銀
天
街
・
栄
町 

料　
前
売
券　

６
０
０
円

　
　

当
日
券　

７
０
０
円

※　

前
売
券（
５
枚
綴
り
３
千
円
）は
、

10
月
中
旬
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

受
け
付
け
ま
す
。

問　
浜
田
で
酔
っ
ち
ゃ
ん
祭
実
行
委

員
会
（
☎
０
９
０
‐
１
３
３
８
‐

０
９
２
３
）

http://w
w
w
.ham

ada-bar.com
/

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
17
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

浜
田
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
ギ

タ
ー
好
き
な
仲
間
が
集
い
、
毎
年
こ

の
時
期
に
、
さ
さ
や
か
な
手
作
り
の

ギ
タ
ー
演
奏
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
ギ
タ
ー
な
ど
の
生

演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
17
日
㈯

開
演　
午
後
６
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル 

料　
無
料
（
コ
ー
ヒ
ー
代
な
ど
実
費

５
０
０
円
）

問　
浜
田
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

　

三
浦
さ
ん
（
☎
�
３
３
６
９
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
本
丸
や
中
ノ
門
、

柿
本
人
麻
呂
に
ゆ
か
り
の
あ
る
お
堂

（
五
輪
塔
の
一
部
と
経
石
板
な
ど
）

を
訪
ね
る
散
策
会
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
18
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前

集
合
場
所　
城
山
人
麻
呂
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
） 

※　

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

慶
応
２
年
石
州
口
の
戦
い
の
舞
台

を
訪
ね
、
益
田
市
街
を
歩
き
ま
す
。

扇お
う
ぎ
は
ら
か
ん
も
ん

原
関
門
か
ら
妙み

ょ
う
ぎ
じ

義
寺
へ
進
軍
し
た

大
村
益
次
郎
率
い
る
南な

ん
え
ん
た
い

園
隊
、
万
福

寺
と
椎
山
で
迎
え
撃
つ
浜
田
・
福
山

藩
兵
。
運
命
を
分
け
た
６
月
17
日
の

決
戦
を
検
証
し
ま
す
。

日　
11
月
18
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
25
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク

三
隅

※　

三
隅
か
ら
益
田
へ
移
動
し
ま
す
。

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

市
内
外
の
14
団
体
に
よ
る
石
見
神

楽
共
演
で
す
。

日　
11
月
18
日
㈰

開
場　
午
前
８
時
30
分

開
演　
午
前
９
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

　

前
売
券
一
般　
　

１
、
５
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　

当
日
券
一
般　
　

１
、
８
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

８
０
０
円

※　

演
目
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
観
光
振
興
課
内　

日
本
石
見
神

楽
大
会
実
行
委
員
会

（
☎
�
９
５
３
１
）

　

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た

棒
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
快
適
な
歩
き
方
や

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
楽
し
く
学
び
な

が
ら
公
園
を
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん

か
？

日　
11
月
18
日
㈰
・
12
月
16
日
㈰（
小

雨
決
行
）　

午
前
10
時
～
正
午

市
文
化
祭
協
賛
行
事

浜
田
市
連
合
謡
曲
大
会

石
見
養
護
学
校
文
化
祭

石
見
も
り
も
り
祭

は
ま
だ
飲
み
歩
き
イ
ベ
ン
ト

浜
田
で
酔
っ
ち
ゃ
ん
祭

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

第
16
回
浜
田
ギ
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

第
59
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

第
１
２
７
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

２
０
１
２

日
本
石
見
神
楽
大
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？
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集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

人
工
内
耳
は
、
補
聴
器
で
も
音
を

聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
度
難
聴
者

に
と
っ
て
「
音
の
な
い
世
界
か
ら
、

音
の
あ
る
世
界
へ
」
大
き
な
副
音
と

な
っ
て
い
ま
す
。
講
師
、
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
個
別
相
談
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
18
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

場　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
４
階

４
０
３
号
室
（
松
江
市
）

料　
無
料

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

講
師　
長
谷
川
賢
作
さ
ん
（
鳥
取
大

学
医
学
部
付
属
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

講
師
）

問　
曽
我
部
均
さ
ん　

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み

（
▢ＦＡＸ
�
３
７
９
５
）

小
笠
原
ま
ゆ
み
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
９
５
０
５
‐
１
９

８
７
）

　

公
益
社
団
法
人
浜
田
法
人
会
で

は
、
今
年
も
特
別
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、
現
在
話
題
と
な
っ

て
い
る
「
中
国
」
に
つ
い
て
、
講
師

に
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
中
の
評
論
家
を

迎
え
て
講
演
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日　
11
月
21
日
㈬

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
浜
田
ニ
ュ
ー
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル

演
題　
日
本
人
が
知
ら
な
い
中
国
の

実
相

講
師　
石せ

き

平へ
い

さ
ん
（
評
論
家
・
拓
殖

大
学
客
員
教
授
）

定　
先
着
１
５
０
人

料　
無
料

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
公
益
社
団
法
人
浜
田
法
人

会
（
☎
�
８
０
６
０
・
▢ＦＡＸ
�
８
０

　

６
１
）

　

古
い
名
刀
を
鑑
賞
し
、
刀

か
た
な

姿す
が
た

の
美

し
さ
や
刃は

文も
ん

な
ど
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
刀
の
素
晴
ら
し
さ
を

鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。
ふ
だ
ん
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
日
本
刀
に
直
接
触

れ
る
機
会
で
す
。
ま
た
、
会
員
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
マ
ナ
ー
が
守
れ
る

人
な
ら
老
若
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
24
日
㈯

　

正
午
～
午
後
３
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

石
見
の
歌
人
た
ち
の
詩
情
豊
か
な

世
界
を
お
届
け
し
ま
す
。
短
歌
に
興

味
、
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
０
０
０
円
（
印
刷
代
）

問　
浜
田
短
歌
ク
ラ
ブ　

加
藤
さ
ん

（
☎
�
６
４
８
３
）

　

今
年
も
、
万
灯
山
公
園
に
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
点

灯
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

点
灯
式
で
は
市
民
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、
市
内
合
唱
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
ぜ
ん
ざ
い
の

配
食
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

日　
11
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
後
６
時
～
７
時

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
期
間

日　
11
月
24
日
㈯
～
平
成
25
年
１
月

14
日
㈪　

午
後
５
時
～
10
時

※　

万
灯
山
公
園
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
車
で
来
ら
れ
る
場
合

は
、
市
営
駐
車
場
（
30
分
無
料
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
本
庁
建
設
企
画
課

（
☎
�
９
６
０
１
）

　

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
い
わ
み
路
青

年
部
の
茶
会
で
す
。
い
わ
み
路
青
年

部
と
し
て
は
最
後
の
茶
会
に
な
り
ま

す
。
秋
と
い
う
季
節
の
中
、
ひ
と
と

き
の
お
茶
席
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日　
11
月
25
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
０
０
０
円

問　
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

　

三
浦
さ
ん

（
勤
務
先
☎
�
１
５
２
７
）

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
、
２
、
５
０
０
人
を
超

え
る
被
災
者
を
抱
え
た
「
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
避
難
所
」
の
県
庁

運
営
支
援
チ
ー
ム
の
責
任
者
と
し
て

常
駐
し
活
躍
さ
れ
た
講
師
を
招
き
、

そ
の
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
被
災
地

で
の
経
験
を
も
と
に
絆
づ
く
り
に
つ

い
て
講
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日　
12
月
１
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

場　
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

講
師　
天
野
和
彦
さ
ん
（
福
島
大
学

う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援

セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授
）

定　
２
５
０
人

料　
無
料

問　
島
根
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
内

　

島
根
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
４
２
９
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
６
２
１
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

聞
こ
え
の
相
談
会

「
人
工
内
耳
」
in
松
江
市

浜
田
法
人
会
特
別
講
演
会

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

市
文
化
祭
協
賛
行
事

石
見
短
歌
大
会

万
灯
山
公
園
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

市
文
化
祭
協
賛
行
事

秋
の
茶
会

島
根
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

合
同
講
演
会
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山
光
会
会
員
の
絵
画
大
作
（
30
～

50
号
）作
品
と
小
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
描
い
た

作
品
を
、
鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
２
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
無
料

問　
東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会
（
石

見
地
区
）　

中
木
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
０
４
９
２
）

　

世
代
交
流
を
し
な
が
ら
、
み
ん
な

一
緒
に
昔
な
が
ら
の
も
ち
つ
き
や
昔

あ
そ
び
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
12
月
２
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

料　
１
人
３
０
０
円

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
11
月
25
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

浜
田
市
で
初
め
て
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
よ
る
講
演
を
聞
い
た

後
、
意
見
交
換
を
す
る
会
で
す
。

対
象　
高
校
生
以
上
（
興
味
・
関
心

の
あ
る
中
学
生
も
可
）

日　
12
月
２
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

開
場　
午
後
１
時
～

場　
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

講
師　
橋は

し

本も
と

樹た
つ

明あ
き

さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

宇
宙
科
学
研
究
所
教
授
）

講
師　
布ふ

野の

泰や
す

広ひ
ろ

さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

輸
送
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部
事
業
推
進

部
長
）

定　
２
０
０
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
20
日
㈫

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
、

件
名
を
「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
参
加
希
望
」と
し
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
の
返
信

が
「
参
加
票
」
と
な
り
ま
す
。

※　

１
通
に
つ
き
１
人
の
申
込
み
と

な
り
ま
す
。

申
・
問　
三
隅
の
星
を
観
る
会

　

金
本
晶
さ
ん
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
２

　

６
）

Em
ail:kanesho@

pub.herecall.jp

本
庁
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
�
９
７
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
５
０
９

０
）

Em
ail:m

anabi@
city.ham

ada.
shim

ane.jp

　

浜
田
は
ぴ
こ
会
は
、
出
会
い
を
求

め
る
独
身
男
女
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
６
時

か
ら
８
時
ま
で
交
流
サ
ロ
ン
を
浜
田

公
民
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

出
会
い
応
援
イ
ベ
ン
ト
も
不
定
期
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
簡
単
な
パ
ン
作
り
を
通
し

て
独
身
男
女
の
交
流
を
深
め
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ン
作
り
を

楽
し
み
な
が
ら
、
良
い
出
会
い
を
求

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
出
会
い
を
求
め
る
独
身
男
女

（
お
お
む
ね
45
歳
く
ら
い
ま
で
）

日　
12
月
２
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る

定　
20
人
（
男
女
各
10
人
）

料　
１
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
は
ぴ
こ
会

　

岡
本
さ
ん
（
☎
�
１
４
３
０
）

未
就
学
児
童
滑
走
料
無
料
デ
ー

　

午
後
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン

も
あ
り
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷
・
４
日
㈰
・
17
日

㈯
・
18
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

定　
各
日
１
０
０
人

料　
貸
靴
料　
　
　
　
　

４
０
０
円

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
セ
ッ

ト　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
円

※　

ス
ケ
ー
ト
補
助
具（
イ
ス
ソ
リ
・

ア
ー
ム
）
を
30
分
２
０
０
円
で
貸

し
出
し
ま
す
。

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
講
習
会

日　
11
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時

定　
20
人

料　
無
料

ス
ケ
ー
ト
教
室

期
間　
11
月
～
平
成
25
年
４
月

日　
毎
週
土
曜
日

初
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
10
時
～
11
時

中
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
11
時
～
正
午

料　
１
回
５
０
０
円
（
滑
走
料
・
貸

靴
料
・
教
室
料
が
必
要
で
す
。）

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

日　
11
月
１
日
㈭
・
５
日
㈪
・
８
日

㈭
・
15
日
㈭
・
19
日
㈪
・
24
日
㈯
・

26
日
㈪
・
29
日
㈭

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
個
人
指
導

　

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象　
初
心
者

時
間　
30
分

料　
１
、
０
０
０
円
（
滑
走
料
・
貸

靴
料
が
必
要
で
す
。）

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

　
「
神
話
博
し
ま
ね
」
開
催
期
間
中

は
小
・
中
学
生
・
高
校
生
の
入
館
料

が
無
料
と
な
り
ま
す
。

日　
11
月
11
日
㈰
ま
で

市
文
化
祭
協
賛
行
事

山
光
会（
石
見
地
区
）展
覧
会

も
ち
つ
き
大
会

～
昔
あ
そ
び
と
も
ち
つ
き
～

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

独
身
男
女
出
会
い

応
援
イ
ベ
ン
ト

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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特
別
ス
ク
ー
ル

カ
ラ
ー
魚
拓
を
作
ろ
う

　

カ
ラ
フ
ル
な
魚
を
使
っ
て
カ
ラ
ー

魚
拓
を
作
っ
て
み
よ
う
。
で
き
た
作

品
は
、
ア
ク
ア
ス
の
特
別
展
で
展
示

さ
れ
る
よ
。

日　
11
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

11
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
３
日
㈷　

大
都
神
楽
団

　
　

４
日
㈰　

波
子
神
楽
社
中

　
　

11
日
㈰　

石
見
神
楽
熱
田
保
存
会

　
　

23
日
㈷　

久
木
神
楽
社
中

　
　

24
日
㈯　

都
神
楽
団

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

神
楽
大
会

日　
11
月
25
日
㈰

　

午
前
11
時
～

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展「
日
本
近
代
美
術
の
名
品
展
」

記
念
講
演
会
「
収
蔵
庫
探
訪
―
藝
大

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
」

　

藝
大
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

成
り
立
ち
や
特
色
な
ど
を
や
さ
し
く

話
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日　
11
月
４
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

講
師　
薩さ

つ

摩ま

雅ま
さ

登と

さ
ん
（
東
京
藝
術

大
学
教
授
）

定　
先
着
50
人

料　
無
料

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

活
弁
と
生
演
奏
の
シ
リ
ー
ズ
第
４
弾

名
画
を
い
ろ
ど
る
話
芸
と
音
楽
ｖ
ｏ

ｌ
・
４

益
田
の
歴
史
を
題
材
に
し
た
ア
ニ
メ

初
公
開
！

　
「
名
画
を
い
ろ
ど
る
話
芸
と
音
楽
」

は
、
徳
川
夢む

声せ
い

ゆ
か
り
の
益
田
の
地

に
お
い
て
活
弁
を
復
活
さ
せ
、音
楽
、

美
術
と
併
せ
て
楽
し
も
う
と
す
る
試

み
で
す
。

日　
11
月
11
日
㈰

開
場　
午
後
５
時
30
分

開
演　
午
後
６
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

第
１
部　
活
弁
と
生
演
奏
で
楽
し
む
、

な
つ
か
し
の
無
声
映
画

※　

小お

津づ

安や
す

二じ

郎ろ
う

監
督
「
大
学
は
出

た
け
れ
ど
」
ほ
か

第
２
部　
益ま

す

田だ

兼か
ね

堯た
か

・
元も

と

祥よ
し

像
に
挑

む
！
益
田
氏
の
肖
像
画
を
題
材
に

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ

料　
無
料

※　

整
理
券
が
必
要
で
す
。
グ
ラ
ン

ト
ワ
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

出
演　
坂さ

か

本も
と

頼ら
い

光こ
う

・
鈴す

ず

木き

広ひ
ろ

志し

・
小こ

林ば
や
し

武た
け

文ふ
み

・
大お

お

口く
ち

俊し
ゅ
ん

輔す
け

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
王
様
の

耳
は
ロ
バ
の
耳
」

一
緒
に
歌
え
ば
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と

を
言
え
る
勇
気
が
湧
い
て
く
る
！

　

毎
年
大
き
な
感
動
を
届
け
て
く
れ

る
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
真
実

を
語
る
勇
気
と
す
が
す
が
し
さ
、
真

実
の
声
に
耳
を
傾
け
る
大
切
さ
と
難

し
さ
、
自
然
の
力
の
大
き
さ
な
ど
、

深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
い
っ
ぱ
い
の
作

品
で
す
。

日　
12
月
８
日
㈯

開
場　
午
後
３
時
30
分

開
演　
午
後
４
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料
　

Ｓ
席　
　

一
般　

３
、
８
０
０
円

　
　

友
の
会
会
員　

３
、
５
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

３
、
０
０
０
円

　

Ａ
席　
　

一
般　

２
、
８
０
０
円

　
　

友
の
会
会
員　

２
、
５
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

２
、
０
０
０
円

※　

３
歳
未
満
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
12

月
１
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

浜
田
会
場

日　
11
月
30
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館
第
１
研
修
室

益
田
会
場

日　
11
月
15
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
本
校
の
教
育
や
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

見
学
（
学
校
紹
介
・
施
設
見
学
な
ど
）

日　
11
月
30
日
㈮

　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

体
験
学
習
（
高
等
部
）

日　
12
月
４
日
㈫
・
11
日
㈫

場　
浜
田
養
護
学
校

申
込
締
切
日　
11
月
16
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
浜
田
養
護

学
校
に
あ
り
ま
す
。
浜
田
養
護
学

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

栗
栖
さ

ん
・
進
藤
さ
ん
・
木
下
さ
ん

（
☎
�
２
２
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０

１
）

http://w
w
w
.shim

anet.ed.jp/
ham

adayougo/

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

浜
田
養
護
学
校

学
校
公
開
（
後
期
）

　

　



　36

世 帯 男 女 総 数
浜 田 20,014 20,362 22,812 43,174
金 城 1,929 2,241 2,433 4,674

旭 1,441 1,535 1,656 3,191
弥 栄 708 706 784 1,490
三 隅 2,865 3,118 3,493 6,611
合 計 26,957 27,962 31,178 59,140

人　口（９月末現在）

（単位：人）

↑サツマイモが供えられた碑（弥栄町仲
な か

三
み

）
　　　　→梵字のみの碑（弥栄町上田野原）

　芋地蔵碑は、石見国大森銀山領の代官であった井
い

戸
ど

平
へ い

左
ざ

衛
え

門
も ん

正
ま さ

明
あきら

の功績をたた
えた頌

しょう

徳
と く

碑
ひ

です。
　平左衛門は、江戸中期の享保17年（1732年）に西日本一帯が大飢きんに見舞わ
れたとき、幕命を待たずに年貢米を放出したり、薩摩の国より甘

か ん

藷
し ょ

の種を取り寄
せて栽培させたりして、農民を飢きんから救ったといわれています。以来、その
人望によって芋代官と敬慕され「泰

た い

雲
う ん

院
い ん

殿
で ん

義
ぎ

岳
が く

良
りょう

忠
ちゅう

居
こ

士
じ

」「井
い

戸
ど

碑
ひ

」などと刻ま
れた頌徳碑が江戸末期から大正にかけて、石見地方各地に数多く建てられました。
浜田市内にも確認できているもので、100基以上の碑が建っており、地域によっ
て「芋地蔵さん」「芋塚さん」など、その呼称が異なっています。
　弥栄自治区では、今年「芋地蔵さん拝観ＭＡＰ」を作成し、弥栄町内にある24
基の碑を紹介しています。碑の中には、碑名がないものや梵

ぼ ん

字だけのものなど様々
なものがあります。
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芋地蔵さん


